
..... o. 

Waseda Bulletin 

.・ .‘ ・'‘・ω"

早稲田藤用化事合報
. 第 ~4港第~ 4・鋤昭和1-.2年 1・0月、震行 .J事33.捜"

縄武 .' 

秋!LI位一 : 輝醗襲土鏑よりア~ミナセメ，ン， トの製浩I亡闘ずる研究 -，:' ・ .'・ ---- J..H ・ H ・ 1
' コ3

鹿島弐郎 : アルミン酸曹建溶液に封する茨酸の作用に就て(第ミ報). . ;~:.t . :f.~~ . ~. ~ . :.;・…・ 8

J、咲栗 .訟拾吟i此t手二 :タ宇宗矧i説耳!:i俺~jFjタ1炉t均計幻れリifγグ(で門マ?児九曲線紋…….い….日.lじ.汁:プ子.三~ ~.リ…川.日.
μJノ爾ぜ引l 合' 訂 且 い.乙:¥:二'f、

‘篇.'.-'. 

石川 平じ高裁の接駒的高監水素添加l法・・ω ・…..け ・1・:ゴ・，.，円
-、.‘.-
.1 .，.，.. ~ 

A加tt:actsof. Origi，r掃(p量的rsi J!?とよ γ ・3 ・1. れにら.~j・古川に <.・....・ H ・ . . 34
...，.: " .，.， 旬、~ .-.、 白‘ぺ~吋、

Kei~ic:hi Akiyama P 陀均pa釘.ra瓜訓b“io∞n0ぱfA剖IUTl刷Tl
0.'忠e.…...日….日'"ベ4←.日….日.:.い .一.山、吋 ..….日...…目.…...仰門司.….目....λLい，汀….一….一.円......一".、い.

、_¥' t-<¥ ‘r 
JiroKajima : :丸Onthe ActIonof ，Carbonic A:-cid.pn.Aqueo:!lS .Soluti9!l~. ofやdium

Aluminate:. .( i ) ・γ・........…H ・H ・H ・V・・・γL・w .・H ・十V-J-dd・...・:…・H ・:..40

Satezo Og町 i，Muneo. Takei : A~orption Specむraof Lignin Soluもionsof，Bai:言boo・・・・・・37
. "・帽 し、 ， ・v

韓縄
r 

早稲ト回同慮用化'撃l曾

東京市・淀橋m:・早柏田大事理工事部慮用化罪科或室内(電話牛込〈?C51&-517)

•. PublisQ吋 by，the.Was吋aApplied Chemical Society 

cjo Departmen声ofApplied Chemis町， FaculザofzSciencetqdE噸開討喝、

町 也、

• -r:¥. ~、

Was吋aUniversity. Tokyo， Japan. 



X 

本曾役員

前舎長

合長

副合長

庶務委員

合計委員

編時委員

監事

理事

小林久平

小栗捨戴

肝付乗英

宇野昌平

石川千七

秋山桂一

竹内柴衣

ー・・‘

中村功橋爪惟公御所譲吉

藤田信俊佐藤信夫桂登

武井宗男三橋剛井上勇安倍通夫

小林久平/}、栗袷蔵富井六遺武富昇山内寅三雄山口柴一山本研一宇野昌

平秋111桂一石川王子七日野西資長武井宗男竹内柴衣山津松男原建一稲

岡勇太郎石川三郎岩間義信岸文雄高木外衣板間誠佐野龍二郎;程原享

杉浦喬浩繭島信之助七井永簿高木暢太郎元木秀一宮本五郎竹内光雄野

田秀雄富樫稔栗悶茂晴彦根元男犬坪義雄若山一彦津山源太郎村同卓

青木拘戎郎安生信平水谷策平川崎平衛内海碩夫棚橋斡ー坂口孝 Ip村功
三橋剛藤田信俊井上勇橋爪惟公佐藤信夫御所譲吉桂登安倍遁夫

投 -稿規約

(1) 報文は本誌に掲載せらる L以前l亡，他の邦文雑誌に護表せられざるものたるを要す。
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(3) 本文には平仮名を，外語の名詞地名及人名は成る可〈片仮名を用ぴ，必要に依りて除括弧
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B.原稿添附の園両は刷上後の腫裁，大小等を考慮し，縮尺後不鮮明とな伝ざる様起意

するとと。

C 固商り犬さは飴り大なるものを避け，出来上りの約 2-3傍を趨嘗とす。

(5) 報文にはタイプライター使用の英，濁或は悌語の抄語500語以内の添附を要ず。

(6) 論説.講義.綜設，資料も報文に準十。但しとの場合は敏文抄諜を要‘ぜ歩。

.( 7)'原稿の取捨は編輯委員に一任のとと。編輯委員は原稿中の字句に就て加除，修正を行ふ事

あるべし。

(8) 掲載報文.講義等に劃しでは別刷30部を贈呈す。，30部以上御入用の節は原稿御選附と同時

に申込まれたし。(但し追加l部敢に封しでは賓費を申受o
(9) 文献は，著者名:雑誌名:年:巻:頁の順に記し，倉敷白下部には横線を引き線、て本文中i亡

挿入のとと。

(10) 数量は成可〈メートル法 (C.G. S式)を用ひ， 記競に闘しては下記凡例に依り r . J 
を附せざるとと。

km{キロメートル)， m(メートル)， • m2(平方メートル)， 'm3(立方メート Jレ)， l(リツ;トル)

cc (立方センチメートル)，も(トン)， ・kg(キログラム)，'g (グラム)， • %('，，~ーセン >1')， 、 N

(規定)， pH(水素イオン)， mmHg(漫度水銀柱ミ Fメートル)， .V(グオルト)， A(アンペ

ア)， cal(カロリ戸)， OC(嬬氏度)。
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燐酸薬害土鍍よりア)L.ミナセメントの

製遁 lニ関する研究
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従来アルミナセメントはボーキサイトと千i次石とを混和し之を加熱熔融する事.1亡依り製造せらる

L を判-: illj とした。然る月Jj'本:邦IC はボーキサイトが産IHなき J~J~の共i民地l乙就てはあまり考へられな

かった。然し共の短期目¥1立の絶大なる JJi.は如何なる早班、セメントでも匹敵出来十，従ってボ【キサ

イトではなくとも他の1f'T守;かの原料ーから逃り作るなら軍事上よりしてもlF要な利益ある事は云ふ迄

もない。従来とてもボーキサイト以外の原料よりアルミナセメントの製込t1'l:闘しでは二三の提案が

あった。例へば鈴木府生氏及川'11寛氏学の粘土類又はボーキサイ ト合有粘土類よりの製法法(本邦

特許)，岸一太氏及寺田賢治氏物の九州|火山茨上りの製培法(本邦特許)年であるが不幸にして之叶;

は宜現に主らなかった。

著者・は flf{和 1 1 年旭化取工業)~尉j合よりアルミナセメントの製造法l亡闘する研究l乙闘し研究貨の

下附を交け久:のお礎的研究及各陪原料より製逃法lこ閲する研究をなし岐に同曾報f封書lて共概要はtr:R

f!?前みであり，前詳細は工業化~*I&誌ト)clRflrの玲定である。而して詫二者は該研究 iて於てボ{キサ

イト以外l亡 i続初、l北支ぜ';Ic i$ l \'，ずるヂアスポアf1.*~iニumよりアルミナセメントの製逃をなし得る事を

認め共の詳細なる製活保fI:を決定した。更に又;燐両党繁二1:餓よりも製地し作る事を飢Ic1f.<認め二三

の比較試験を行った。ヂアスポアn粘ー1-:如J:りの製iITl亡附しては若者の研究lと引結き本邦IC於ても
了主的IC製il!!il'開始されるに烹った。

*/1;，限枠+鏑よりの~~起1fz:~/;jしては北:有は昭和 8 1，1'.LJi より儀Ir結的に研究を行ひっ L あったが鏑石iこ

良質のものが作られ歩最初は充分たる成果を梨け11なかった，然し共後の研究l乙依り蹴石IZ:良質ーの

ものを使川するなれば純良なるアルミナセメントが燐とIIIJn加と製治し作らる L事を明かにした 3

本報告は燐酸梨U::鱗よりの製浩法IC闘する7象備研究の結果である，従って甚だ不完全なものであ

るが著者・としては根めて興味ある結果であると考ヘて居るものである。

製法の概要

;燐限弊+~;rlÍlは沖縄鯨大東JJL，及南洋1洋品共他lて搾IH し;燐円安アルミユウムを :ì: l'~~とし不純物として
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燐般行次，燐酸峨， f&般サ;を合む。不純物のfF;は非常に多いものと，組めて世少のものとあり JiH会

lこ依りIml砲を異にする。従来:燐酸勢土鏑は燐の製造に使用されて居 り，肥料の製造にはあまり遁常

しなかった。燐の製造の場合は燐酸鋒土鏑l亡珪石，石友石，コークス労:を配合し電気櫨中l亡加熱除

制!ずる，然る時は燐は気化分離し膿成には燐織を生じ， .J-.唐 l亡鋒ニ1::分及珪酸分の多い C且O一円iO~

-.\1 203 系鏑i~~~ を生十る， 1例を取げれば C"O20%， Si O~ 40%， Aら0340% の如き組成のも

ので酸'1'1:餓停である。此の閉鎖i宰は充分なる利fIJの注なく腔棄されて日ーた。

アルミナセメン トを製造する場合は前i己の定試蝿法11:於てl't石の使flJを行はや，燐酸禁容土織に;邸

散布 i友倣又は石友石のみを il;~ じ必要に!f&;じて酸化蛾質問(料を混じ決分の存在11:於て電気躍中 l乙

カ11 熱'l'm~虫ずる 3 而て此|祭h;{料の配合は燐を完全l亡臨I+'，した浅りの鱗i'f，が弊J:セメントの組成になる

が虫fJ<日{料の配合を行ふ。之が若:者のfvl究した方法である。之を岡併すると筑 1悶の虫nくになる。

然るにアルミ ナセメント にするí~1乙は蹴沖が相'，\:r;~MJ~~tU1:近づいて来る ， 臨基性ス ラグl乙於ては

燐の1i:¥化がitHいと云ふ事は製織の方面11:於てよく知られて居る所台喜うる。従って此の駄を一度根本

的に研究して見る必要がある。伏てく可者はたづ純粋の繋!日を以って次の様な反肱が起り符・るや否や

を研究した。I!Pち

5C，，0 + 6AIP04 + 15C=5C司0.3AI203+3P2+15CO…・・ ....……・・…...・H ・H ・H ・..(1)

5C旦3(PO;)2+18AIPO，+70C=3(5CaO. 3A1203) + 14P2+70CO ……………・・ (2) 

第 11川製造工科問

正主燐石燐 コ
日え酸友酸 1 

化 斡石石 L
:~: 叉友 Y 
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_ ~L_I 

I五{l'
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ー1-.記!文肱はW:(i'の研究l亡依れば 15000C附近l亡於て充分進行し水硬手l:ある

5CaO. 3AI~03 が作らる L 事は明かになった‘ (著者，工業化製雑誌，昭 9，

37， 390)。斯くして天然の燐酸勢土鱗よ りも水硬性ある高捧土質鱗i~が何ら

れる可能性ある事を認めた。

然 しtl-tの電気熔融の際鏑博中11:酸化織が残留せ歩且つ炭化石友が出来ると

セメントの品質が思化ずるものと考へる。著者は別報l亡於てアルミナセメン

ト1111亡は酸化織が多少合まれる必要ある事を述べた(著者，工業化製雑誌.

昭 9，37， 887)，従って使用する燐酸霊長土鎖中i亡酸化蟻分少き時は酸化時原

料をi.i't力nする必要あり と考へた。叉アルミナセメントは石次又はボル トラン

ドセメントと混合して混練する時は急結性を呈する事が知られて13る故，治

しも電試除刻!の際微量なりとも炭化石友が生成される時は之がノ'kl1:逢ふてア

セチレンガスを殻生し水酸化石次を生成するためセメントとして非常に急斜i

'1;[:となりセメ ント的性質を惑く する快思)ある故it:註する必要あり と考へた。

ガス壇に依る遁元

ェ民:者は筑 1j，'::;jの製i1!t工程l亡就て先づ質験室的11:研究を行った。而して電気

:曜に{1{る製浩賞騎は電気躍が相常大きいものでないと完全なる試験がH¥来

ね，fiくってf寄託ーは本研究lこ於て先づガス;嘘を1:}.って還元熔融研究を行った。

;~'i I去は1史川町!*干の成分なある。
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出去 中千 ι〉 ノノ，} fJj- (%) 

R己統 名 手停 灼熱i成f立 SiOz Alz03 Fepa 0"，0 }'zO:; 

AI 大東烏F匠燐田空鍛終ー1・鎖 4.43 4.9:> 32.4i 1'.33 4.94 46.95 

A， " 2ヲ.28 日.61 20.33 7.8ヨ 5.05 33.41 

01 クリス γ ス;燐次行 2.18 0.66 2.58 56.22 39.97 

03 " 4.30 0.60 0.74 0.61 52.93 38. 7ヲ

O~ 干{ 次 干{ 0.99 0.02 0.15 49.63 

0" " 13.00 0.1ラ tr. t.r. 54.0) 

出 2表

j1t験帯骨量 望者 1:抗原料

E-20 

E-22 

AI 10C 

A1 10Q 

A1 108 

A. 10つ

A. 10つ

A. 10:1 

E-24 

弓
J

r

o

n

6

q

J

-

q

L

q

4

 

{

一

一

2

2

2

 

1

1

1

 

得税

立 3 :;}< 

Si0.， 

5.3 

3.3 

4.9 

5.3 

5.9 

ラ.6

E-20 

F-22 

E--24 

F-2ラ

1':-26 

E.--28 

~~ 4表

番骨量

E-.20 

日:02

6.4 

6.1 

6.2 

9.6 

9.3 

10.3 

)~ ._.22 

R-24 

E--2ラ

Eー26

s.-28 

原料調合宗IJ合 UJi:量比)

石炭'i't原料 コークス 燐自主鈴
~、-圃H・ーー、

則論所要f在 混合f在
01 60 30 32 

01 6Q 32 8 

05 57 20 31 

O~ 40 16 20 

03 40 23 30 

c.1 27 14 25 

制合!j'IJJの組成 (コークスを除く)

Alz03 Fe203 0:、o 1九05

33.0 E.9 38.6 .70.9 

20.1 6.8 23.7 45.8 

32.5 6.3 35.7 46.9 

lil.8 7.4 23.4 44.6 

20.6 10.1 26.3 48.9 

20.3 9.9 18.6 31.4 

鍬 i宰の 7象想成分(%)

Al，03 Fepa 01¥0 

39.4 8.3 46.0 

37.4 12.6 43.9 

41. 8 8.0 45.0 

34.2 13.5 42.6 

32.8 16.1 41.雪

37.4 18.2 34.1 

阪*千の調合lま7象め各原料を粉体して{泣いて混和した。燐酸を完全lと還元して気化した場合の繍i宰
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の7象;想化事成分は2.f14去の主nくで，然土セメントとしては秤i馨土が不足して居るが，兎l亡角共催各

調合原料を犬々黒鉛ルツボlこ入れ査を学問にしてガス燈中i亡於て還元焔を以って種々なる僚件Il:カ11

熱影編虫した。 tí~ 5 表は熔融結果であり2i~6去はスラグの分析結果である。
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J;f~ 5表 m Mtl! 結果
加熱温度

1500-15300C 

1500てHO

lラ00土10

14ラ0-1ラ40

14ラ0-1ラ40

1ラ00-1530

加熱時間

60分

180 

180 

240 

241 

240 

スラグの歎態

内 l~iíI-:l:茶柄色透明ガ テス
外部はy<.白色

Y<.I当色不透明

!f，-('!. 

KC<江

戸尺色

i炎黒色

第 6 去 各スラグの分析(%)

Si02 

10. 73 
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加熱焔弛物の分析結果は著者の諜想したものと著しく 臭った。.lWち珪酸分が著しく増大し，梨H二

分が著しく減少した，市も燐酸分も完全に気化出来す E-24を除いては多少残留した。之容の即

闘として考へられる事は黒鉛ルツボ中の粘土分が蹴津小 l亡熔け込み之が組成の鑓化を来す最大原IJ~

1となった様である，更に又使用コークスの友分も鏑i$中lて這入り多少の影響を興へた模様である。戯'

酸分の気化が完全で、なかった事は炭素~:r(の配合が有ì>少かった事及ガス燈なるが錦めに電東躍の場

合よりも熔融温度が低いí~ と，命スラグの?軍基性IC基悶して普通の場合よりも干!'P 還元が周期lなる

í~かと思ばれた。酸化織はガス躍なるí~電気躍の場合よりは幾分鏑津中 l乙残留し易い傾向にあった

が，それにしてもかなり還元され燐峨として粒献をなしルツボの下成及鍬津中lて分離した。鍛i卒中

の餓分は F‘203の外l亡一部は FeO，FC30岳 Fe'守;の形になって居るものもある詩であるが之牲を

全部長203 として示した。斯くして作られた餓倖は鋒ニL:セメントより幾分鑓化した石友禁容土セメ

ント (Kalktonerdezement) ，と類似したものとなり水硬性の優秀性は成分上から云-つでも望めぬも

のとなった。然し珪酸が 15~~ tJ.下であるから多少の阻度は殻揮する筈である。

水硬性の試験

鍛i宰を域製ミルlとて微粉体し 4900メッシユ怖にて残澄 1%f'P，度にした後小型軟練モルタルが:に

依り水硬強度を求めた。
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E-20は3日にして 25kgjcm2の耐腫力を示し柏3硬化性ある事を示したが， E-22は殆ど硬

化力な〈 健かに 4)!!4~齢占強度が 13kgjcm2 であった。 E-24 は非常によく硬化した，但し柏 3 急:

紡性の傾向があった。 E-25は杢〈硬化せで夕、， E-26は柏3硬化性があった。 E-28は全〈硬化し

なかった。

第 7去は E-2+及日ー26の強度をi!i版のシマンフォンジユ p 市販のボルトランドセメント及平

日立iポルトランドセメントとよ凶交したものである。

;:+'i 7 長 小型軟練モルタノレの地II主 (kgjcmZ)

試料/養生日数 HJ 2日 3日 7日 28日 聯結28日

E--24 64 99 119 13ラ 151 183 

E---26 10 11 13 17 18 38 

シマ ン7オシジニL 171 260 312 348 359 

市販普;11ポノレトテンド 112番 9 20 34 79 ¥37 189 

ili販早強ポノレ トラ ンド、 104番 16 36 58 140 214 234 

第 7表に依れば E-24はかなりによい強度を殻却して居る事がわかる， 市販の普通ボルトラン

ドセメント及平~lüボルトランドセメントを温かに凌駕する強度を示し， 4迎l亡於ても雨者の中聞に

fy:して居るp 勿論シマンフォン ジユIC比 しては断然劣るが之は化事成分上JI二むを得ない。然しなが

ら E-24が斯〈良好な強皮を示した事は燐酸鋒土餓よりも充分l亡良好なアル ミナセメントを製逃

し作る事を立澄ずるものと考へる。而jして E-24のみが斯く良好な成総を示した事は燐酸分が 1

76以下l乙迄崎議し去った事を認めねばなるまい。他のものは何れも 3 ~~ 附近より以上であり，之が

珪酸の多い事及撃事土の少い事と相侠ってノ'kliJf!性化合物の生成を妨害 して居るJ.Xかと考へる。

今繍fi.;rドの残留 P205は石次及饗土l亡夫々結合して居るものと仮定し，~71tiiやjlから燐酸1:Î次及燐

酸砦H:を除き， ;!七浅りの成分が如何なる組成lとなって居るか計算するとお 8去の如くなる。

第 8 去 燐酸臨を除いた蹴件;の残官成分

格競 SiO. AIP3 FeP3 CぬO
4 1;](分分子比

O.、o A1208 3 Ee405 3 SiO2 
E---20 10.73 32.64 3.64 44.88 4.5 O. 

E---22 14.03 26.10 13.37 36.70 2.8 1.1 0.4 

;日-24 14.40 30. 77 5.63 44. 75 3.3 1.3 0.1 

E---2う 12.23 34.26 7.30 38.22 3.3 1.6 0.2 

E-26 14.14 33.49 7.22 38.97 2.9 1.4 0.2 

正:--28 11.40 38.93 10.12 35.26 3.3 2.0 0.3 

今般化織は 4CaO ・ ;\'203 ・Ft'203 の虫11 き )1'* 1こなると fll{j，C して，珪りの成分より之等鎖i~ドの織物点11

成を計算し7象11!すると::j(の2i'i9去のおlくなる。般化織はか Lる鎖j宰組成のl:&J合大位l亡於て 4CaO・

八I，O:;.Fe20"の虫nき)1ヲiこなる事は岐に出:有・の研究した)i'iである(苦手)-， :L:主化・事雑誌，/li4 12， 40， 

2う3)0{IIしイ，:Mr:Jrの臼iiiflζ於ては?皮化地の一部l士 FC，03.1:J. 'J卜に J，'ピ芯0.1> J，'じ0，/~.になって厄; るもの
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もあり，従って充分石次l亡結合して居るか否かは疑IlIjであるが泌宜上金五，114C品0・AJZ03.Fez03と
なるものと限定した。

j:f， 9表 鏑 j宰の紺成織物の推定

千毒自主 組 1友銀物

E-20 40，，0・AIP3.Fe"03' 0ぬO'AIPa，20，，0 ・SiO~ ， Gehlenito 

E-22 40，，0.Al~03 oFo203' G、・hleuite，OaO・ Al~03

E-24 O"O.AlzOa， 20，，0・ SiO~

E-2ラ 4 ・ぬ0・Alz03・E'ezO:s， Gdl1euite， O.‘0・ Al~υδ

1:-26 401¥0・Al203・FczO;;，Guhleuilu 

E--28 401¥0・AlzOso:FezO:s， GuhlclIitc 

第 9表上り見て E-24が-f自3急.結性にして強度大なるは常然なるぺし，又 E-20も E-241C

Eえいで強度がよい事は常然であらう。而して外のものは何れもヂーレナイ トの如き化合物が合まれ

て居り他IC!kli克性大なる化合物を多量に合まぬため硬化力が充分でないと考へられる。而して悲し

もグーレナイが生成されて居るとすれば此のものは潜在水硬性がある事が知られて居る故IC之撃の

鍬禅lと少量のボル トーンドセメントを混合すれば潜在水便性が誘設され強度が出るのではあるまい

かと考へた。依って巷沼 jikliJ!I.tt:を全く護現せざる Eー25及Jk便性微弱なる E-261C釘し早担ポ
ル ト ランドセメント 104訴を少量混和し該混合セメントのノk便性を試験した所;，f~. 10去の如き結

果を得た。

U~ 10表 鏑jネ混合セメントの強度

泌合制合 E--25 + ボル ト
E--26+ホ.ノレトランドセメント

、 ラ γ ド'-1:メント
， 

ボル トラン F-

聯紡28[:1鍬j事
ドヒメント

l日 3日 7日

100~'; 07J O ¥3 17 38 

95 ラ O 2¥ 36 5¥ 

90 ¥0 29 32 46 94 

Bラ lラ 30 30 44 82 

80 20 34 34 4ラ 76 

ri しも鏑N~が不i斤1'1:の 1:加i少の虫/lきものと同一なら少量のポルランドセメントの混合l乙依り;fOO去

の主/1き似!立には到底述するものでないo E![Jち此の結果は常然蹴出が潜在水便性を持って肘て，とれ

がポルランドセメントi乙依り訪設されたものと二jfへるさji:が11'.来ょう。

然L.!ltの結果lこ此ては火の悦な泡tf象も/1'，米る，即ち紫i上セメント l乙ポルトランドセメントを混合

すると漸失念品tf'ltlζ なり日.つ ijit~皮が .fi.U くなる事は一般に会11 られて居るが， !ltl祭燐般一行次を少量添

加すると急:品川tを緩和し且つ弛¥1主の低下をも或程度防止する作JIJがある事は岐に若者が報告した所

でbる(著者，早稲|司肱Jij化・繋合報，附11， 13， No.2S， 7)， とれは元来燐酸-fiij(はセメントに封

し凝結を樹皮l亡 lli延させ強度を低下させる作1iJ をJかつて肘る 1~f44随セメント混合物iζ到しではJ~の
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f2:結性を適度lと緩和する事が出来るのであらう。然るにみ;研究の場合lζ於て鍬i呼;rドト':-24以外の

ものは燐酸分が多量に残留して居る.従って鍬伴をノkとj見練ずる|捺此の燐酸分が少しi谷11"し米り，

議結及硬化作mを杢〈阻害する，従って鏑伴J土硬化しない，とれにボルトランドセメン トが少量添加l
されると共の7k和に依り生やる水酸化石茨がノ'kii手性燐酸臨を吸I炊結合して不溶性の燐酸三石次とな

り，従って鎖倖は硬化性を殻却するに至る，と斯くのお1<想像する事も/f¥来るのである。然しなが

ら鏑博中に残習したれ05 は 3Ca3(POふ及び AIP04 となって居りrmWIIC.は7kf<:i容解しないも

のと考へられる。従って上の想像は大般に於て否定IH米るであらう。

斯く して }<;-24以外の鍬伴が太開IC.於てli!1i化性ノj、なるは.JtのI/II["阿国にては硬化せぬゲーレナ

イトの如きものが多量に生成されて居る1ちであると)Jへる。

結論

以上の貨験IC.依り燐酸鋒土餓に燐酸石次鍬又は石夕日lを配合しiliJ乙俳誌n!ずるJJ，:に依り燐を分離し

lí .jl時に ~ftâ半をアルミナセメント l亡なす事は可能なる事を認めた。似し日{蹴lζlま成るべく珪酸の少い

ものを使'1jし炭分の使)IJ量にも相官注意する必要がるると考へる。

本研究l乙於ては試製中 1<:珪酸が浪人し珪酸量多きセメントを作た1~充分の良結果を得るに五らな

かったが共後の研究IC.於ては原織に良質のものを使川し，ガスカ11熱法以外l亡電気熔融法l乙依り1I(人

充分の成果を拳げ得た。共せ;の結果l乙就ては日IJ報を以て報告したいJ

附記本質験に於ては佐久間一彦氏及栗城虎雄氏の助)Jや ~Uた。これ守;1こまJ し以く感謝の志'令炎する。
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〈平和国大棋士型工卒\\11 1.怒川H仁科母l~Wf究?すっ( lI !l 干1112 (.ド9)115日受即〉

アルミシ酸ソーダ溶液に封ずる

炭酸の作用 lニ就いて (第 2報)

}
h
b
 
Nμ fcl. 

I-n) チc ，旬、J
'UHm 

アルミン酸ソーダ消波より水酸化アルミエウムを析離するl己批って，工業的iと大位二紐の方法が

5}j・へられる。そのーが:~，撹n自然折li;W.の方法は!刷る有利であるが3 その溶液の析市IF. IC泊する保f/l'b~

必要でるり，他の-i-L 炭酸瓦斯i乙依る析離の場合には折14mの依nは可なり白山であるが，f佐々 の

âV~明iがある， (第刊誌)1亡於てはとのこ方法を併合するととに依って，有利に水酸化アルミエウムを析

離するととがIH来るととを述べたが，今1mは決酸ILJtJrtlj'自Is.法の最も快活¥とせられてゐる問題，即ち

溶液中の不純物が析H¥7K酸化アルミ=ウムへllb入して行くと云ふ現総IC就いて， G:í~ 1 ~ì民)の方法を

試験して見た。

不純物としては，燐酸分を佼川した。即ちアルミェウムの似料として，燐酸鉢土蹴が従米ilfなり

11明治!とせられ， とのJJF料l亡封しソ ーダアルカリ i制 1\の方法が~川ぜられたととも TIJなり多い。例へ

ば

1. 燐酸斡土蹴i乙C!ifttアルカリ又は決般アルカリのi作泌を作川せしめて 7 そのi谷液より燐般アルカ

りを結品として分離する方法。

こ の方法では濃厚アルカ リ 溶液を使則 しでも，溶液中のアルミナ分の 1O ~，; 位は燐酸分(れ0，，)

として残留することになる。

Prentice仁英国l!y;FF1178J; Townsend c~t凶特許 995J; Robinson r英国特許 2069J

2. アルカ リ i容 tl\ の l授に石次を作月jせしめ 3-6 気Ilj~の元 1 [， ;t，1í' i"i~行方〈と llli酸石ゅくを沈澱せしめ

る方法。ノj、1刊 l虎峨c大正 1+~ド 3 )j fI本特許 63082J

3. 石次分と共iL)J/I熱熔Mtl! し，燐酸分はか!~として t't/i渡せしめ 弊土石次をQ'illll乙製/1¥して，アルカ

リICて，可i谷'1'1.:アルミン酸E砲を作り，アルミナを製:Qiずる)ULol'eaco仁k仁米凶q:!i;i!F1000290， 1909 J 

E. Collet C諾J1i.凶!/!J¥fF41453， 192+.コ ¥¥'.Kyber 仁~WJ i主凶日I\ i午 49 5436 ， 1926コ;E. Urblin C問仙1

44詐 658 1 84， 1927山政III~Jー C I~ 本41許 11 40 16 ， 1 936J

4. アルカリ ιi:J.必とアルカリ !;:(~ :l)出合物 IcIJ;H肢を加へ 9000C 以上 IC)JII熱して ， 過熱ぷ~{を泌iili\せ

しめ，アルミン限アルカリi前点と，イミi存'1'1:カルシウム，アルカリフオスフヱイ トを作る)/11;。

Rhenani品 KnnheimVerein Chemisch Fabriken A-(;. U~!!'~I !f .'i ;i'l: 283072，1928コ

λS;がある。そしてとれ守:の場合l乙 は多かれ少なかれとのアルカリ l :J:èljqc燐問分が~-fí:l)出入せら

れる心配がある。そしてとの以内定分のl、j波との分14mの|;jtにl土可lザJi千作作例f.'刊ι悦l

とは兎れぬL彪量でで.あり ，!l'.)OIにこ 2;及伎 3ìμ1; 1に乙於ける行夕次'd使史川のJ場必 f什\， 1にこは， lJi l こ 不i~ゃIH~ミニ l:般イ i次';i.~! を作つ
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てメカニカルロス以外の損失をも考へiζ入れなければならぬJ そこでもし:燐酸分がある程度主主出入

せる場合にも，と.ILIC昨I係なく Jk酸化アルミユウムの本ly離が出来初る11キl乙は削る好都合なわけであ

る。

賓験

部 1. *J~酸般を合有するアルミン酸ソ ー ダi容itt l乙決椴瓦斯を吹込みたる;場合

本賞験t乙使mせる溶液は，金Ii+Jアルミニウム，=-，"{'I'生ソ ーダ及び第三正燐酸ソ ーダをJkl乙i制作して
作れるもので，そのi容液の誕lr点11火の様である。

NaOH Na}J03 A1J)" P20.; 

i作放 の 淡 l変包/1) 15 10 52 1.2ラ

との溶液のT'JtJ:ソ ーダ及びアルミナの浪!立は従|祭工業的I引火川せられてゐる範闘にて定めたるも

ので，隣自主分の濃度も/11米作るだけ貨際作業l亡近い ものを日飢として広めた。即ち前記 lの万法燐

酸ソ {ダを結品M長態に分離する訟に於ては，その場合のアルカリ の濃度及び温度容に依って異るが

大閥抗0:;=5---lOg/1 に定むべきであるが， 2，3，4の方法IcHcる時は 2g/1以下のi容液となる もの

故，質験中その操作を出来るだけ崎市にする PI的で， P20s=5g/1 以下の濃度選んだ。決酸liJ折v主

liJ折ポンプを使川し， とれを.m決酸ソーダ溶液lとてi)l燃して伎TIJした。との瓦斯の吹込IC際しては

70 

60 

ir;-

I{王
50 

Al.().， 
4::> 

N，、'JH

rl) 

:;0 
if{ 

1ft. 

(日/1)
20 

10 

ーヘ---
1 
¥ 

!.~， 
~ .. いl

AQ203 
一一一一一一 P205¥ 
一一一ー一一 Na..OH

'¥.---ー ーー¥¥ 

× ¥ 
¥ 凡

卜ミ[¥ 
トミト三ト

、、

ド:、「¥ 
¥ 

¥木、 l

。 20 う0 70 90 110 ¥10 

月 r佼 Jじ Jり火 J込 附i:¥J (;η 

1.2 
I係

1ft 

1.0 

l'!OS 

0.8 '/) 

1漫

0.6 I.i: 

(g/I) 

0.4 

0.2 
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溶液を機峨的l亡撹1-'ドしっ し 常温にて(約 150_170C)， 大純一光速度lζて押入を行った。その結

果はヨたの様である。

初めよりの吹込時間〈分〉 O ラO '10 90 110 130 

溶液，，'N:ぬOH.J.)濃度 (g/I) 75 37，2 30.2 29.8 18.4 14.4 

溶液中 Alz03の濃度 (f!./I) 52 44.0 34.6 26.4 21.0 16.2 

溶液中 PZ05の濃度 (g/I) 1.25 0.97 0. 5~ 0，37 0.24 0.19 

之を闘に示せばl;f~ 1 I品の通りで，溶液1+'の1itN:ソーダ分及びアルミナ分の鑓化fqifじそれ噌:と

ある閥係を持って，燐酸分も同時:乙鑓化を受けゐる保である。か L る欣態にあっては，との溶液~rl

から水酸化アル ミユウム沈1般のみを炭酸瓦斯法lとて;f}r離するととは同難な肢である。

!.f~ 2.撹n祈離法l乙依る場合
5第i広nの試験に於けると阿様lに乙，金嵐アルミ=ウム九' }f守'J宇刊性J:、ノ 戸グ及び
してi溶容液を作れりh。そのi溶容街i詰液j夜主の濃度組成は'

溶液の濃度(f!./I)

Nl¥oH 

51.0 

N，‘zC03 

17.2 

AI20;; 

47.6 

}'20[， 

3.2う

にして，とれを常温 (200C)Iとて，水酸化アルミ=ウム 2，0〆ラムを 400CC.のi容液i乙紐として

:1111へ，撹件せる結果は次の践である。

初めよりの捷搾時間 〈時〉 O 8 16 45 69 117 

i存液中 N..OHの濃度 (g/I) 51.0 46.5 

溶液中 AI203の濃度 (f!./I) 47.6 31.0 24.6 18.4 16.9 14.6 

溶液中 P205の濃度 (f!./I) 3.25 3.10 2，94 3.10 3，15 3..20 

f，j} ・ 2 同

i# 501- T存

i皮 At203 I/i 
一一一一一 P205

40 4 

Alz03 1'205 

グJ
一一 一一一勺 3 -0-心つ

ー 。ーーー・

濃 渋

!変 !支
2 
(g/!) 

20 
(f!./l) 

10 

O 20 4') 。。 80 100 ¥2) 

成 lj! H!i. IHJ (止め
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之を!副l亡示せば，第2闘の様である。との結果で見ると溶液中の燐酸分は第 1の試験に於けると

は異り ，アルミナ分の析H\と共 1 <::燐酸分が祈離せられるととなく ， 殆んどi容ii~I !'の燐酸分には無附

係にアルミナ分を析出するととが可能左様である。

第 3.決酸10折l亡依る中手uを緩慢に したる場合。

第 1の茨酸瓦斯吹込lと依る時は溶液中の燐酸分は大部分析11'，水酸化アルミ=ウム沈澱tドl乙含有せ

られ，第2の撹件、析離の時は燐酸分の大部分が溶液iドlとそのま L残f{{してゐるので，との岡試験を

接近せしめるととに依って，或る程皮迄析1¥1，水酸化アルミ=ウムから燐酸分の混入を減ノj、せしむる

ととカ-/1¥来るのではないかとも巧へ， i寄;夜の撹件を充分lE行ひっ L決般10貯の吹込をIl¥来るだけ緩

慢Icfjって見た。との試験Ic{史川の溶液はl拍凶'，i)肢の方法lこて，その濃度組成は，

N，‘OH Na.CO:1 Al~03 
に。。
内
L

・

冒

-s

i存淡の濃度臼/り の.7 7.9 37.0 4.32 

であって， U~ 1の試験同様にボンフ守で;炭酸瓦斯を作JIjせしめた。 その結果は:;j(の践である。

初Jめよ Pの 時r:司〈時〉 O 20 45 60 65 

i容液中NaOHの濃度 (g/l) 45.7 26.3 ¥5.2 ¥ ¥.0 ¥0.0 

務液中 AIOHの濃度 (g/l) 37.0 30.0 ¥ 7. ¥ ¥ ¥.9 9.9 

溶液中 ]'205の濃度臼/1) 4.32 4・07 2.90 2.56 2.8¥ 

ι"bF' J 3 |尚l

50 
1伶

ilt 

40 

A1203 

NぬOH 30 

rlJ 

波 20 

I.if. 

くg/¥) ¥0 

A.e203 
一一一一一 P205
一一ー一一地OH iW. 

I!t 
4 

l'吟05

3 の

、
ノ

濃

度

Urt、

q
L
 

O ¥0 20 30 40 50 60 70 

反 権時JnJ (時〉

とれを同に示せば第3f~:;1 の肢で，との場合には決般Jc'JりJ仇込の NJJPJ:乙於いては，第! の試験同様

;J(般化アルミユウムの十1111¥Iこ従って， :!i-";，酸分をも一緒に析11¥してゐるが，fj'j>反l症が進むにつれて，

燐酸分はそのiHIi¥を弱め主主lこfJJ:i容液!jqこ逆行i容/:1¥せられて行〈椋である。

立~ 4.決肢1c'J!Jr'1可n後更に撹n祈i械を行った場合。
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立n の試験lζ於てー貝.水酸化アルミニウム祐被Iド l乙合千j・せられた燐酸分が2 長期の撹téド ~I:l 手u作業

l1111i'こ溶液中l亡通行するものとすれば，溶液を始め或る程度迄炭酸瓦斯lこで中和し，とれを数日rm
1fil'l'せしめることに依って，或る桂皮迄析川水酸化アルミェウム沈i般中lこilt入したる燐酸分を逆lこ

り111'，すととが/1¥来るのではないかとも:考へ，ニ大の様な試験を行って見た。之l亡使用せる溶液は前恒1

li;Jf去の もので，その浪良JIUOi:f土，

N‘¥oa NI¥.C03 AJ20;i P20" 

j:f~ 液 の 淡 l克也/ 1) 37.2 11.1 34.0 3.10 

にして， とれを 62"土20Cの湯1fi，/-.1とて，iIY-) 5 時IUf?~ i~交正斯を吹込み，

N，‘OH Na，CO;; Al，03 -a
 
o
 

'且

Ni- 淡の ifi D定〈日/1) 8.2 49.5 10.4 0.60 

となしとれを放冷しつ L撹nして見た。その結果は火の械である。
十~J めよ P の 時 li iJ (時〉 O ラ 13 21 39 47 

訴事液1¥'Na0Hの濃度白/1) 37.2 26.8 8.2 7.8 7.4 6.4 ラ.8

溶液rl'AI203の濃度 (g/I) 34.0 30.3 10.4 6.4 5. (' 2.8 2.6 

消滅中町0.;iT)濃度臼/1) 3.10 2.83 0.60 1，49 1.78 1，91 2.16 

dMkへ~ 4 ドヰl

40 
A~20 3 

i¥o手 fr~ 

ii'l 一一一一一 P205 ili. 

30 ーーーーーーー- N"，OH 3 

A120δ )'20
‘ 

NaOH 6つ

20 一 一一 2 の 波

1漫 皮

皮
10 

O 10 20 30 40 50 

反>>y'l 時IifJ (世~)

之をI凶l乙示せば第+r~.iJの綴である。とのI川で見ると l円か IC撹j:ド '1 1祈/1\水酸化アルミ=ウム 1 111ζ混

入せる燐酸分は溶液中 lこ逆行してゐる。 Illlillt~で，決li.!祈吹込温!立 63 :'C を採ったの は ， とのi易イ?

に十!i"/I¥せられる水酸化アルミ=ウムの粒子を大きくし及品:共の他;L(i.くる燐般分vilt入を減少せし

める WI'0である。

!ItU~-(-tJ.J:: 4 Hf(7)試験を比較する:í~に，その各の水酸化 アルミ=ウ ム析 11\率 lこ j\'J する燐酸分の j' 't

iW(ネ， ・.IEV;-'こ十'j'/I'，-Y ;J..ミナ分 1001"'~1こ到すろ 。 その rj l に出ぜられたがi円安分(1 '2 0ρ の :;\:1 >放を去に す

~L'f ， :!J.くの虫"し
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mf~ 
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69.0 61.0 49.2 33.4 15.4 O ア ル ミナ分桁・出準(~';)

85.0 80.7 70. 3 ラ3.622.4 O 燐険分沈澱率(%)

2.96 3.18 3.44 

1官P、
:':l~}! 

3.86 3.50 

2 ~"<:' 

!.ii 

燐険分混入 lls1it 

69.2 64.5 61.3 48.3 34.8 O アルミナ分析Ill*(~~) 

1.ラ3.1 4.6 9.6 4.6 O 燐酸分沈澱 lf! (~~) 

0.14 0.32 O.ぢ1

"手F、
!~JY~ 

1.35 0.93ラ

3 !..fi 

燐険分混入部数

73.8 70.2 67.5 54.0 18.9 O アルミナ分析11:¥*C%) 
35.0 40.2 40. 7 33.0 5.7 O 燐酸分沈澱準〈タの

5.ラ36.72 7.01 

馬食

7.12 2.93 

4 λ'‘-
~ ~ 

I寺再建分混入部数

92.2 91.7 85.3 8i.2 69.4 10.9 O アノl ミナ分析11:1ホ(%)

30.3 38.4 42.6 52.0 80. 7 8. 7 O 燐酸分沈澱$(5'の
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之を岡l乙示せば第 5，6閃の様である。之Pfl:の岡で見る虫fIく，燐酸分は一度は水酸化アルミユウム

沈i殿と.jJ{I亡析出沈澱するものであるが，長時間の撹nl乙依って，又溶液rjllC逆行すると とが知る。

そして全〈始めより撹w析離の方法に依る時は殆んど沈i般物')Ij"亡燐酸分を合有しないととが知る。
第 5.燐酸分を有するアルカリ溶液l亡水酸化アル ミ=ウムを挿入したる場合。

J..'AJ~.の貰験l乙於て，長時間 l乙亘る撹fい乙依って燐酸分が溶液中 l乞逆行すると と は知ったが，果し

てその格仰と於℃それが痕跡I/k態 IC:迄牧tt~LAうるかEろかを見る鵡lて弐の従験を行った。即ちアル
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4EAヘ~ 6 |開l

第 1!武験
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ア ル ミナ分析 tl:l t:!'! (;:6) 

ミン酸ソーダ溶液より析IHせられたる水酸化ーアルミ=ウムは，自然祈1+1I'L依るものと炭酸1L斯そ

の他の中和l亡依って析向せられたるものとは，その析It¥物の形，性質が異るものとぜられ，炭酸瓦

斯lとて析出せ'られたる水酸化・アルミ=ウム沈i般は，携f'ド自然析離の場合の種子としては無能である

と云はれてゐる。それ故或はとの場合，立nの自然析離試験の場合l乙，その含有燐酸分が痕跡欣態

になるととがあっても，炭酸瓦J析に依る沈i殴物は相異するとも考へられるので， ;JIくの宮殿を行った
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なる 3柿のアルカリi容液l亡就て， とれ匂q容液l亡燐酸分を種々の割合lcj容解せしめ，そのrf1lこ水酸

化アルミニウム沈澱 (母液の溜度¥600C P:: 保ちつ ~ ~炭酸瓦斯中和にて沈澱させたる も の1 を持-入

し， 34"土 (oc の恒温楠中 l亡，時々撹件しつ~ 2時間入れ，闘心分離器にかけ，そのi容i夜内の;燐酸

分を分析して見た。喰との場合Ci容液は多少挿入沈澱物をi容解する傾向があるも，その量は全アル

ミナ分の 5%以下なる故‘大した問題にならや。使用せる水酸化アルミエウム沈i殴量は 1.01i.。そ

の溶液量は 50cc.-60cc.である。
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5.020 

4.90 

4.95 

2. 737 

2.645 

"2.780 

1.157 

1.122 

1.157 

0.590 

0.560 

0.591 

i存液中 PZ05の理論濃度 Qr./l)

(A溶液 (g/l)

溶液中 PP5! 
終波賀際波長 )B 溶液 (g/l)

、G首手液 (g/l) 5.01 

との結果から見ると， Ai容i夜の場合にだけが理論濃度にまJして，多少燐酸分の減少を認めたピけ

である。従ってt.í~4の試験に於ける場合には格局に於て，痕跡J伏態l亡迄燐酸分を放逐し得る告:であ

るがp 唯との場合l亡は終局迄の撹nlと多分の時間を必要とするととになるので貰際には不都合であ

る。故にとの撹昨時聞を減少せ しある~l亡失の寅験を行った。

第 6.茨酸lと依る中和を最小量に行ひたる場合

2.70 1.158 0.606 

ヒ第 1報JIC於ては， AlzOs/NaョO なるモル比が約 0.85以上になる時l亡は，アルミン酸ソーダ

溶液r:j:1のアル主ナ分が (常温lとて)析IHを始めると云ふととを賀験した。従って今回の貰験lC於て

A1ZOs/NazO=0.85 附近迄ー炭酸の J-j1和を行ひ，後者E子を挿入し携件析離法を行ふ時は，燐酸分l己主J

して，比較的安杢lC水酸化アル ミ=ウムを折IHし得るものと考へ，次の質験を行った。 炭酸rll和の

際lとは， q'.'j:!C7k酸化アルミ=ウムの自然析離の起り難い温度 600C(一般に 500C以上なるとと)

l亡保ち，充分携作しつ~，茨酸瓦斯吹込を行った3 使用せる原i容i夜は，

1'20[0 Al~O~ NazCOa NaOH 

3.87 31.0 13.15 36.8 〈ε11)皮理是の液
よj、
何?

にして，炭酸瓦斯*%日3時間の後

P205 A1203 Na!C03 N，‘OH 

3.80 29.5 28.6 27.4 Qr./l) 皮波6つj夜
'e. 

l1i' 

とれl乙精子と して， 撹1'1'法水酸化アル ミユウム沈i慣2瓦をf;上液 400CC.中lこ挿入し，撹1'1:となし
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した結果は:;j(の様である。

初めよ習の時間く時〉 3 8 13 35 43 58 

i存液中N!¥OHの濃度白/1) 27.4 27.4 27.0 25.5 

務液中 Alz03の渋皮 (g/l) 29.5 28.6 26.4 11.2 9.7 8.8 

溶液中 町0ふの濃皮 (g/l) 3.80 3.82 3.85 3.81 3.84 3.84 

アル ミナ分析fl:iホ(;?の 4.8 7.7 14.8 63.8 68.6 71.言

之を岡ICi示せば，第 7岡の様である。との闘で見る如く i存液1-1_1のアルミナ分は;燐酸分ICは対んど

l摘係なく ，70% 以卜.を析出し仰るととが出来た。

線括

以上を綜合して見ると， Gf~ 1報コlとでは，アルミン円安ソーダ1容液に炭酸瓦斯を吹込んで， 7kl'i主化

アノレミ=ウムを析出する作業l亡於て，二段の化製鑓化が認められ，第一段はアルミン酸ソーダとし

での過采IJのアルカリ分が決般に作用せられ，第二段はアルミン酸ソーダ自身が決酸のí~l'l:分解せら

れると云ふととで，との第一段の鑓化と第二段の質化との締修思Iiは，Wiの濃度，温度，不純物の影

響i亡依って異るが，大問 A1203/Na2u のモル比は 085附近l亡存在するとと。

〔ヨn報コl乙ては，ir手:夜中不純物として燐酸分がi容解せられてゐる時にはとの第二段の鑓化に於
て， +Jrll\7J<酸化一アル ミエウム沈i暁巾 i乞混入せられるとと。及び第二段の餐化を撹N~自然析締法l亡て

行ふ時は，燐酸分K殆んど影押せられないと云ふととから， ZI--・段の鐙化だけに茨酸瓦斯中和を行

ひ第二段の蟹化を撹JけJi締法l亡て行ふとと l乙依って，比較的多量にアルミナ分を，不純物(特l亡麟

限分)に~:fして，安全IC アルミン酸ソーダ溶液 J: り *'r際し作るととを述ぺたるものである。

本質検を行ふにおり15Eき御指導，御助力右子賜りたる秋IJI先生，IEびに相場弘i宮崎氏に深謝の惑を表す。
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〈早稲m大挙H~I工拳l~)感片]化祭科研究HO (Ull和112年9月30日受測〉

竹材リグ ンの吸敗曲線

武
I":f._ 
/I， 
子長

男

A
H

吋.、

L
b
B

百廿
4

4

7

t.守

リグニンの興ふる紫外線吸収スベク トル IC就いてはヘルツオ戸グ氏守 (1ミ.O. Herzog & A. 

HilImer. Ber.， 1927 365; 1931， 12~8) へツグ、ルンド氏当t; (E. HiiggIlll1c1 & F. ¥V. Klingstedt， Z. 

Physik. Che111.， 1931， 152，295)スタム，ハ リス氏主主 (A.J. Sta111111， J. Semb， & E. E. Hitrris， J. 

PhysicaI chem.， 1932， 1575)及び、八部氏匂 1，八前義和 三枝八郎， 竹村和江J)，工化， 昭 10，8月

954)の研究がある。ヘルツオーグ及びヒルマ【雨氏はリグユンi谷液が紫外部に特別な吸収帯を有す

る事を示しi繊維素及び他の茨水化物は紫外部に特別な吸牧帯の無い所から11]2令リグニンヰq亡茨7K化

物が混1'1:して居ても吸収Ilh糾がリグエン研究に役立つものなる事を示した。更に進んでは吸収スペ

クトルのiJ(lJ:;i:がリグュン分子柿逃の決定IC役立つ詐りでなく色々な方法l亡依って分けられたリグユ

ンの純度を調べるIC有炊である。前記諸氏の研究結果を綜合せばヒルガー法l乙Hくるも直接法に依る
も殆んど結果l乙於いて一致し何れの方法K依り分離せるリグユンも樹障を同じくせる時は大憾に於

いて近似せる吸牧flb線を興へる虫nくである。日}リグニン溶液の有する吸牧帯は針葉樹及び澗葉樹に

依り 針葉樹 280"，，285mμ 

i間3Fi枝 274-276mμ 

なる範闘に吸牧最大なる月j'h る事lζ一致して居る一年生植物にては大間との ~1~nrJにあり或種は針葉

樹l乙或賭は;開葉樹IC泣きものと，也はれる。著者'''!n土之守;の宜験結果を基礎として下記方法l亡依り抽

出せる間々の リグニンの階般溶液の吸牧!胸中~Áを求め竹材 リ グニンは果して針葉樹 リ グニン l亡泣きか

澗葉樹リグニンIC近きかの伶討を行った。

1-賓験試料

原試料は目黒庄三年生孟宗竹で本誌 (n({12，14 :{ふ 31蹴， 3) I乙報告せる方法と同様に銅製し

た。 RrJちアルコールぺンゾール (l: 1)の混合液l乙て 6時間ソックスレー抽出器l乙て抽出後アルコ

ールiこておt縦し民安乾慨せるものに してリ グニン 28.57'}6， ぺントザン 28.59 '}6 ， メトオキシル

548'}6を合んでゐる。以下i)(lJ定用に用ひた各リグニンの分離法は弐の如し。

品7 アルカ ザリ グニン

メータ氏がわ、Mehta;Biochem.， 19，979，1925) 5grの試料を 12時間IKで蒸煮し泌過する。 三五(1乙

5ァ4の苛nソーグi容;夜犬々 24cc.， 8 cc.， 14 rc.と共lζ8時間蒸煮-し鴻過する。弐l乙之笥;前鹿理を行
った試料l亡4μ のf『i2・ド1:ソーグを力/1¥オート クレープIドl亡 170C に一時間保つ。その色槌ぜた残法

は ù~íliJ し描i夜は祢い崎被でfi'ì~限N:となし生じた沈i肢は減過しよく洗ふ。次l乙 95 % ア ルコールを
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カ/1へ 36時間]Jklu:し之を沼過す。之を両日般に溶かしJKでI早び沈澱せしめてメータリグエンとす。

h) フヱノールリグ=ン

A. HiIlmer & ¥V. Fuchs (Cell. chem.， 169， 1925)の方法・ 4grの試料を 35grのフヱノールと

035 grの臨酸とにてがJ30分 80'，..，.900C 1乙加熱する。和冷却してから脱水せるヱーテルを刈lへ

吸引il.'~過するì1~i夜を撹!下しながら 200 cc. のヱーテルr! 1 に注入するとリグエンは部紫の~~!U(沈澱と

なる。之をi慮別しヱ戸テルでijtひ乾燥する。

c) アルコール・リグエン

Th. K:c.ncrt & K. V. T・品ycn';hal(7.. A11g. ChClll.， Q4， 789， 1931) の方法 45 ，..... 50 ~G のアルコ

ールにr性首迷少量力/1へアルカ リれとなし丸底フラス コ1<:試が!を入れ之を注加lし逆流冷却滞を附し
てれUYfrr!1でが-J 1500C とする。そして 8n'!j:nn 1f1J lfIし和if，-tpせる時之を滞日IJし路i夜に稀j¥jiなるわ質問責を
カ11へる。そして1-11和すると沈i慣を生じ之をよく洗び乾燥してアルコールリグニンとする。

d) 'Yi¥!酸リグニン

R. ¥ V ilIstatもer& L・7.:echmeis~er (Ber， 1913， 4G， 2401)の方法1 共栓フラス コiこ試料を入れがj

20 1î;~の殻煙盟酸を力/1へ翌々日之 1<:7Kをか!へ暫時煮沸し酸性の J!!f; くなる迄よく水洗する之を約 1000

_1050cに乾探す，所前 ¥¥'illstattcrrgninなり。

e) 硫酸リグ=ン

S. A. M品hood& J). E. Ci'.blc (II:d. & E噌・ Chcm.，1922， 14， 933)の方法， 72%の硫酸を試

料の約 10倍加lへ約 16時川放置し之を約 3%濃皮の硫酸IC祁め 2時間逆流冷却器を附して煮沸し

之を総過し乾燥する。

f) グリセリンリグ=ン

著者-学の決定せる方法(本誌， 1937， 14， 1) 即 PH9の 25%グリセリン溶液 20部をflJひ

150
0
C にて 4n寺問1r1J1Hし水で碕揮し湯浴上でi畳めながら時服般を徐々に加へ遠心分離器に依り析11¥

せるリグ=ンを沈降せしめ7kをかlへて後jEめ泌過し熱水l乙て沈ひ酷酸IC溶かし之を多量の7kljQC激

しくJ却下しながら注入し沈i般を生ぜしめ措過洗糠乾燥する。

2. 賓験方法及び結果

分光馬民器は羽化[}~研究所製作にか L るもので光源IC 川ひしは餓アーク(時停の也何う111m.100V

DC.5Amp) である。 i存W~Iては氷河JI肢を川ひ氷附肢はとの傑f引亡於いては 2500X 1-')._1-.の紫外部lこ

何守:の吸牧帯をも認め作ない。 リグニン溶液濃度はイliJ4しもがJ0.01%である。

1a4，3 • J之

液f{!f 液居の:rJ数 1/λ 波主主 (mm‘つ
くmm) アル カ リ リグ y 7エノー ノL リグェ y アノLコーノL リグ 1 ン

0.00 4120 4Cl9J 4120 

2 0.30 4090 4Q30 4110 

4 0.6Q 4040 4040 40ラつ

6 0. 78 3ヲ70 3990 3980 
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一一一一一一一一一一一

3ラ70 3610 

3ラ10 3460 

8 0.90 3960 3940 3880 

3590 3780 3420 

3490 3710 

3620 

3460 

10 1. OQ 3910 3890 3830 

3790 3840 334Q 

3660 3440 3150 

3450 3020 

12 !. 01 3830 3420 3020 

3120 2930 

14 1.1ラ 3400 3410 2970 

16 !. 20 338つ 3400 296cf 

18 1.25 3370 3390 2910 

20 1.30 3340 3375 2930 

3270 

22 1.34 3210 3370 2910 

2ラ !. 40 3180 3360 2890 

28 1.45 2150 3360 2860 

3220 

32 1.弓O 3080 3120 2820 

3110 

40 1.60 2970 2140 2770 

45 !. 65 2940 2920 2750 

50 !. 70 2350 2910 2720 

56 1.75 2810 2900 2710 

63 1.80 2760 283) 2690 

71 !. 85 2730 2880 2670 

i9 1.90 2725 2880 2660 

89 1.95 2720 2875 2640 

100 2.0つ 2720 2870 2640 

K，R4'e3 - 2 :衣

被!菅 il%1奇の事Hl主 1/λ 波数 (mmつ
(mm) 開F俊リグェ y 硫酸リグ ;/ クふりセリ y リク;/

0.00 41うO 4150 4150 

2 0.30 4Q90 41うつ 4150 
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、-・』角戸・，ー・・曹唱--圃圃圃圃噂圃圃圃圃・+司・・・ー ・・帽・・ 岨---・守唱回町『台一一句圃圃F噌'噌--圃 ー←ー~ ._.ー-・E・-ー園田-・E・--晶a・・・・ 胴圃'一一ー許d圃』ー--・-・・- - 開・ ・ー・・._-_.唱・ー唱町間合唱・・・・・E唱'曹司ー・目'司圃司."- -・・・a晶圃圃圃圃・・ 圃

4 0.60 39¥0 4120 4130 

6 o. 78 3730 4040 4020 

383ラ

3590 

3490 

8 0.90 3650 3980 3980 

3440 

10 1.00 3410 3フ50 3950 

12 1.03 338ラ 3910 3830 

3580 3610 

34;0 3450 

14 1. !ラ 3370 3830 3830 

3810 3420 

3760 

3525 

3480 

16 1.20 3350 3310 3100 

3260 3630 

3470 

18 1. 25 3190 3450 3350 

20 1.30 3150 3430 3200 

30>0 

22 1.34 3130 3420 3080 

3000 

2ラ 1.40 2990 3390 2940 

28 1. 45 298つ 3370 2890 

32 1.50 297う 3130 2850 

3030 

40 1.60 2970 2930 276) 

45 !.6う 2960 2960 2760 

50 1. 70 29JO 2920 2730 

56 1. 75 2910 2870 2710 

63 1. 80 2900 2860 2690 

71 1.85 2900 2340 2670 

79 1. 90 2890 2800 2660 

89 1.93 2880 2740 2650 

100 2.00 2870 2710 2640 

之守;各種リグ=ン溶液の吸牧スペク トルをハートレー・ ペ リー (Hart!ey-B品Iy)の方法lこ依り吸
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牧i出総を示すと第一固以下となる即ち横軸には波長の逆童文即ち波数を取り縦軸l亡は液居を mmで

表はした敢乃主!童文を取った。第一固は硫酸リグユン，盟酸リグ=ン，フヱノールリグユン，アルカ

リリグニンで第二回はアルコールリグニン，グリセリンリグ=ンである。

討E 2.00 

;l合

6つ

封

数
1.50 

1.00 

0.50 

O 

4町

'" 

3000 3500 

閥

lf)(mm-1) 

4000 

第一同及び、第二岡を比れば何れの方法l乙依るリグ=ンも最大吸収帯は波数3540を中心として3530
。

)n~ 3550の1111にあり波長にては 2820Aをrl'心として 2810乃至 2830のr:llとなる。従ってこの

試が!のリグニンは jjíj研究~.の結果に徴して見れば針葉樹リグユンと l司ーの最大吸牧を輿へて居る。

との111より竹材リグユンは針葉樹リグエンl乙近きものなるミ!:';が判明せり。叉吾々の結果より見れば

(ij間交樹酸フヱノール匂:目安I't鶏剤を mひし場合はJ~の吸牧1111 紋は!閃lζ*w以性を示すも苛tt曹迷グリセ

リンアルコール等アルカリ悦のものを月1ひたる時前記リグニンと恥']>異りたる結果を興へる之はア

ルカリ -1'1:なる時は抽出せしリグニン l乙他の不純物。混作せるが1~1乙斯かる非相似-1'1:となりたるかア

ルカリ-!'U乙依る時土酸性lこ依る時とにてリグ=ン成分lこ鑓化があり従ってl段牧flh線の臭ったリグ=

ンを現11'，せるものなるか1][10/(，し難し。然しながら前研究お'j主の結果l乙依れば虫f1Mなる方法lこがくり分

離せるリグニンもトj一樹陸を試料l亡Jllふる時には共の示すl汲牧1111紘は相似性であると云ふ。

との結果よりすればアルカリ性リグ三ン分断l土可成り間期!なる方法にして純粋なるリグ=ンを得

難く.'J.':111ーさる Lも之字/.):>:j1・!土日i今後心研究lこ作つの!也L:tJ!I~ く M "S:かの定量的結果を待つ・て ~fìめて IVl
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I剖2 l，!-:"o 
!A'=' 

2.00 

1.50 

被

居

の

鈎

数

r 
1.00 

0.50 

I/A(mm句1)

4000 3500 3000 O 

ICさる Lものなりとイ言ヂ。
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(講義〕

石炭の接絹的高座水素添加生成物

石 }II 司L -1:; 

石炭を ~i!.盟主水素気流~tllζ て徐々に加熱すると 370 0 C 前後より念式水素の吸牧が起り石決の椛浩

qll ζ水素が添加されるのである，叉更にi~L皮を上昇・すると主主々水素の吸牧が起り同時に石決は液化

してアスフアル ト!{たになって行くのである。がi430 -4500C 1乙至れば脚立的に熱分解がf*t:..はれ

て多量のt恒質油が生成されるのである，是勾:の各階段lこ於て如何なる性質成分の鐙化が起って行く

か又石決を緋成する各成分は如何なる饗化を交くるかについて是平方:を工業的の|問題と結びつけて以

下地ぺたいと忠ふ 2 石決自身の梢長!!及び成分と水素添加のrtM係についてはi徐り多くの文献がないの

でるるが此底l乙辿ぺ様と思ふ事は主として英国燃料研究所 (Englishfllel re5erch board)の報告で

ある之を基として陀々工業的の考察を して見抜と忠ふのである。

( 1 ) 部分水素濃加と巌農化性質の改善

石決を 4000C以下の温度で鮒噛媒の依干\7J)!~ 100 試単位で此迎Hすると約 1~.の泊後の7k業が添加さ

れ液化はしないが共外観著しく熔融Jikf岳を呈するのであってI'D時に生l火災の性質成分を具11:して来

るのである。 即ち fI~骸ー炭化性を府大し， タール牧率を精力11し反主:11亡カ・ス液及びガス生成量を減少す

るのでるる，共一例を示すと長畑ゴI~粘結決 (1円ng fl乱meI:OI:caking coal) を 380oC，初llis100気

出ノk素をにJ、て底理する と添加されたノk*量約 0.9%で 6000C 1こ於けるコークス試験の結果は組め
で'J:'fi対抗[:の鹿ff膨静urr金民光揮に7i!';i;めるコ ークスを生成するのである，此際生成せるタールは原料
決の約 1.5 1({'で約 20 ~;; ， ガス;夜景及びガス収量を夫 k 30， 40~;; 減少するー叉乾溜カ‘ス 1'1 1 1 ζ CO2 ，

CO ， C"，H" を著 しく 減少しJk京及び C." H ~"円飽和決化水栄を少 しく tf!大ずる。

ペグくに!京料決の種類iによって虫II{itJに礎化してH くか とぷふと大\t~~1こ於てれい石炭:f~lJJ\議添加l量が大

で日.反!庄が本易である，又松市l試験。結果は多~~i:のタ ー Jレを生成するのである， イ司れも J-.記の良質

内 コ ー クスを生成するので ある。今-J.](夜分 67 . 3 ~1 3 9μ，~分析の結果 C=58 3-92 5 ~;:; ， H=5.5-

35J;:;， N=2 4- 1. 2 ~;; ， S=0.7-2 6:;.;;， 0=331-1.9%の純闘にある国決よ りカ1時kj決迄の色々の石決

について初出 100 気nr~ I :lì~'!~:;j .1.対~{温度 370-390 o C，底 J:~liI寺 1 1\1 2時間， 1i';:{:i Jxlið殴 240- 300 気II\J~

の場合の生成物を試験して比るとf!!r，i判決以外はイlIJ.flも込町のコ ーク スをよtじ， -~~決及糾炭の虫11 きお

い千 i~，fY.:次系' "炎牧量をI??大し従って乾滑によるタ ー }q~キf を 1 5 - 20 11干:C1rt大し又以i.fI!{jjij後lこ於

て はJ~ベンゼン抽出量を特しく具にする事は特筆l乙他するー1.![1ち安来i~~(NUI'1こてゾーレ-flhiJ¥慌に
よ り粉末広ーの試験結果は IJ日料品;の;場介 0.h. +.9~，;のものがノj文京添)JII炭 l亡於ては 3-43 ~~ f次Ir榊一大

し父 C/Ir Jtを 17iiij後よりり、10にi!&;少してか;るの℃・わるo ;J( lご火þ~! ~q:' lf;;i ラiLJí~の初|ヲìL~';hJ.J~を

袋路 Fると制してJWii円ウ ιーラ-1もうIJ.，(l， r i';[Li点心/̂)ノkぷi:sJJIIずると αをil，1(;少し (l，rを明大す
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る，又フイツシヤー氏の所ti「iビチユーメシ(慌青)の五:-をf??大する事になる，向 αs-r及間171i並

i夜慨ビチユーメンのIL'，Jの陥l係については火の溶剤に討するN:'fflこ於て述べ椋と思ふので此!怠には行

略する。 li~研究所に於て試験Ic fJt:した山判決は英同ミ ソチ 4 ル決のnFf~従及び判決で先づJませ:の石決

よりベンゼン不111111\浅n~ ， α ， ß. 及 T の各成分を分離し:む?に到しi{が:Jノk主伝IiV~ 210-230 ~\I必， ~i~ 

?';;ii毘l主4200C に水素添)111し前後のコークス試験及溶剤lこ到するl付試験を行ったのである， 水素-吸

収量は ß， α，ベンゼ‘ン不十dll \l，~長 i乎の/1闘に少なく ，。の ;1訪れ~ 31-3.6 '}{， -Chる，乾惜の結果タール

量を約 40%哨大しコ ークスは何れも必!t-(I粘性CL膨間性であった，えベンゼン抽出量も 16'}{，前後

よりー雌 34%前後l乙J-AI-し， ピリヂン訟による成分試験の結果は次去の如くである， 似し括弧内

は原料淡のそれでるる。

稲

川

双

山

灰

決

雌

暗

ペンぜン抽出走 α 
。~ 0，( 
ノ。 /0

34.5く16.5) 49.4(66.0) 

33.4:15.3) 54.3(80.9) 

% 
24.4(2ラ.ラ〉

17.8:13.2) 

Y 
9五
24.3(8.ラ〉

2'.2(ラ.9)

，、
，
nフ
マ

t

'

巾

仰

げ

匂

・

・

、we・
6

ノ'ード

'u
即ち原料決中のベンゼン抽出正接待3α 及。成分は以上の部分水素添加によって T成分lこ移行した

事ぷ見られるのでるる J又粘結示度 (Cakingindex)及びコノスフs、ヤー数 (ConosphereNumber) 

を問料;炭及び水素添加l決ι1Iの各主J地{J戎分につき測定した結果それ学はとをくli司一物である事を推定し

たのである，裂するIC;K来添加lによってコークス化性を昔:しく改良し， タ~ JL牧至容を哨大するZがを

認め共原:凶がベンゼン抽HI物又は s，r !>!j;の成分企f7加に依る事が判明したのである。

JL-守;の基礎的研究を工業的D問題と結び付けて;}5-へて見るに先づ良質のコークスを製~するに汲

々たる本邦製域「日コークスの資初WUi越がある， 勿論此の十五な方法では経消的l乙引合ふものでないと

，Uふが此研究によってH昔ぷされる ZJ4がある肢にも思はれる。 ;)(IC之も本邦IC於て問題となって h~:' る

燃料_rnlfBv代)IJ，1，'，として!J嬰質燃料又は114決油 (Colloidalfuel)がある，石炭を組皮l乙制粉するとか

行鹸樹脂苛;の虫fIき安定罪判を{山口するとかの多くの特詐があるが現(1:の所優秀なものは見常らない械

である，此部分水素添加lした石炭は火山身溶剤IZ:可溶性であり，父不可iJ!手nの1il¥分も共粒子夫拍il乙
特殊性を有し!医j訪問としての安定性を現すものと推定される， :，j，，::iI¥1乙於ても是写i乙!捕する 2，3の特

許があるが将来鈴々J1i:1l.iな問題となると忠はれる，j!~近研究されつ L ある石咲の沿:j IiV~1dJ川の問題と

i~~き闘係にあるものと忠はれる。:JC予I<i石炭 Iド l乙 Lì 10μ前後の限主主ーが 7~ ノー J\..- ~\'! ユ〈ヱーテルW~の

JIK1<出でイ{;(J3して居る 0であって己責くにた!U~ る虫11 き完全;Kぷ添加に於ては!lt目安渠は全部出'í f1'1な水素と以

催して水として生成されるのである 3 此他I"HJ長の反!症をなす空糸工，続故当，-を考察すると約 2%f立の

JK者が1Ji失されて居るのであって，M'i <石炭の利I/Jの立場・より考慮の除地あるものと魁燃する次長1
でるる。此部分水素f尽力11決の利)1Jを如何にするかピ、亦大きな問題を将米lこ残して居る枝!C}，ιふの
である。

( 2 ) 完垂水素添加熱分解法による軽質炭化水棄の生成

水素添加lの反!@{i毘皮をV! IC 上主/-した場合更に一清多量の水系二が!日'~4文され li ，J時 l亡次第に液化されて

行き更に-fi官の熱分解をも fjf起して号たおに{正沸罰11;炭化水素ーを IJ，--r-るのである，又 11tHの7k~長添加llh

1/1には相常量のフェノール均も アルコ -JQ!J'i&びアンモニアを主成分とする蹄)~i'Ulh も合千fされて
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IZ'るのでるる。品}此目的lζは約5μ前後の Feχn l\ ~o ， W ， V 響。酸化物又は硫化f!iJ を央線せしむ

る際!ま極めて有利に此以!症を起さしむる$が11'，来るのである。

英閤燃料研究所に於ける肖験操作の蹴嬰を摘記するfCii.えや|粉炭 (60mcsh・ 1.l¥I. M. Mi) 150 1L 

を 3.75gの械化錫と /;-IJ;託の酸化rlliiaの混合物と共に内容がJ1. 5 1 の尚限主l亡封入しt1&滋しつ ~ 1分

1I11 3" Cの. ト~fI.速度で )111熱 L 最高 450"C 'C約 2時IlnJメl庄せしめた後冷却しガスは計景総を通って共

成分を分桁し，タールは 350cc 出ir~ フラスコ 'ClV.り火の如く共組成を伶引するのである。此場合

の問料~は前記英極!ミ ツチ皐ル炭ーの判決時炭及び)~守;のベンゼン 1fM/I，物 ， /i'11支持並'Cα，{3， r r&:分

そかにつき系統的lこ行った，よ止さす:の温度!魅力rtll紘は日IJ闘の虫"くでdうる。

izi 皮-1M 力剛 志!~

ミツ チ五ノ" *~ (Jm Jt() 

71 
175 

B.E / 

|メ~ 原決
以グ阪トヤB.R. 
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可シトヌグ ¥ 

V w ¥ / d 

/ lグ
/ Jr 
1/ |グ
/ / 

V 
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225 

ハ
unu
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長、t

関空
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125 

100 

o 50 101 150 200 2ラo 301 3ラ1 400 450 500 

Jx JJ!tj i1;i'~ i，~t Jit ι'0 

B. E. ペン ゼ ;/JUII!: qtd 

n. n. ペ シゼ γ抽:Ut草作

J1t場合使用した即料水ぷーのがl成は l.r~= 98~;; ， coョ=O.S :，，~ ， CO=O . う ブム l .r ~ = t. ()~~ であ った，

Jk;{~以J.rft;量並jメ肱後lζ 於けるがi疑紡カ‘ ス の1:111点は次ぷの虫"くである。
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虫剤白雪肌盆nf[き出竺i竺空:CO~一両両五戸o 作品If肩了
海茨 [ 4・II 5.引 4・41弘716・I[ 4・2iO 2l-l7“|しII 20.0 I 乙 1 1 1 • 52

両 下五!司一一五「司一副司司工河川石下2[司
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11が 1より大でdうるから相官量のエタン及びプロパン等の高級ガス献ー炭化水系:が合有されてMる

:是笥;の水素添加タール油は極めて料i皮大， 7Kをおに出手11しアンモエア臭気旺盛である，此タール

油J土水分を分離するために先づ 1700C IZ:蒸間し水分の杢部と油の一部とを溜HIぜしめ7Kを正雌l亡

と，巴点、。

然る後此釜

此際のクロ、ホル

iJII]るのである，対iは7Kを分離した後大部分のEE油l己反し，再び 1700C迄を冊HIずる，

残油はクロ 、ホルムで熱底翌日，油分を溶解し;炭粉Jt他の|主l形物を分離す・9
づクロ、ホルムを蒸護せしめた後常訟の如く 3600C迄 4つの冊分IZ:分溜する，

ム不i容のE草津はIftl慌であるが原料決とは共外観異なったものが多量に混入される。是勾;の原料品;

100g (次分除去物に換算)にまJずる牧量及性i!kは失回の如くである。

クロ、ホルム抽出油は先

ミツチA ノ~ j;~ (出E炭〉7J，素添加生成物~準

担1-)レj白

不滅化

1m形成

¥00 
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岡
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II山~.H.H.. {
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庁

1')， !-.の'丘!除名1i県より見るとがi{さ誌のプJがI~H:災ーに lt し以Jfif水系ニ笠大にして任ilh 化物J えは 1，';1形浸N~/) ノj 、

たる守j;:/J(の ~IC: I点が多く腔ガス ""ζ決議開予の向い飽手1I炭化水素を多く合千n-る事並lζ1持者の方がタ

ールi!uV)収量大l乏して刊に 230 oC 1'J.ドi自分を多く合む事従ってピッチ i官!分ノj、にしてlii]時IC7K主主・

添 /111のlfZTの沼山)I!~力 1111線の組大11立f止さ需の事貨が夕、11 られるのであって前記部分水素添加の場合と I"j

十五郎氏の方が1Ií\'炭l亡北し7K主gl亡討する!五肱'1'1:大にして判決の防法絞のq!iJ~d;U乙 Wl81ずるも の と推定

される。叉成分の光景;知県より見るとタ{ル ;1"の収411: は α/えぴ、ぺンゼン 111111\残n~に lt し I~ ， r 成分

及びベンゼン111111\ q争jの方が大であり， α 成分よりのタール""乙は多くのf;:~恭'1'1:物Ti を合千f し ， 以J~.j
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世主間1i間蒸irh ノレd安

100 r-ーー一一一一一一
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。C

lこベンゼン:fs1IH物よりのタールI-I-IICはI;，j11lJlI¥浅iWよりのものよりも多量の盟法性物を含有する事貨

が比られるド性油の牧量は α，s，r成分又ベンゼン11lJHll浅井ド， ベンゼン布bHl物と失策lCtfrr大し，

lJE 、"fUJI. Jr.f 
i.q 

~f"J 
llii 

JK議添加温度l蛍力Ilb線よりJ.!.ると β と Tとは同一形献で

又タール酸合長及び、ノk議添加状況より見るとベンゼンf，lJIl¥

飽和1炭化水素量も亦1;，)ーの傾向を示す。

あってしかも共生成物。結成は具なる，

物と 7成分とはじ主〈似て居るが，前者の方は多量。ピッチを合千fしてh!}る事が具なってIIJる。

水素添加ター)1..泊中の各種成分の定量法

此出でノ'1'(主主:添力lIilllの成分を分十Jfずる)Ft.去を-....:"i..するとJCの主"さ)jiJ、が現{r:l!止も献であるとされて

( 3 ) 

hErる十五で・ある。

1700C以ド淵分(1¥) 

千f仕 U~主こ管中 lζ試料 0.2-0 . 5 g を搾りーがより徐々に乾燥~}:~試を l火j止 して irtl を恭設さ・せ之を

の混合物を入れたカII 'H球 ' I' IC 導き不飽和1ヲ~'fi故以98;;G H出C\ と )~ELの 1 6 ;:Gに相常する KN03

化ノkみ:を!没収除去し飽和炭化水素を逃iJlせしめる，Iil;1長後l亡は 2-8時Ii¥Jを25し，

4-9%の油を残fo1ずるのである，此ilh!吐は試料より拾除して計算す， iiij後に於ける力IIIf¥球の点景ti守

48時1L¥1後もが}

カHより必守;炭化水素の和を測定す， W:IC此)JIμf¥球を湯韮_I-.I[2-3 ß.~ I l\l加熱し不飽和炭化水掃は之

を般化し方寄族は充分lii'j'化す，然る後IAJ容をごを)清水Il1IC注入し児ICベンゼンi亡て抽/11し，設相11-1'，物

而してrl加己合長より拾除したもを掛けて芳杏族炭化水素景を測定する，を杯最したものに 0.455

火IC飽和1炭化水素Ijlのパラフィン及びナフテンはヱグロフ及びモーレ

で芳~t5~及びイミ飽和炭化水主主・を除去した後アニ リルi1、(J泡loff<lnd恥[orrじI!)l!fJち 98% Hzち04

のはが(也手11炭化水系;'e、ある。
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ン駄を浪1/り共曇り型Iーを弐式i乙代入してパラフィン茨化水素量をiJliJ;屯する，市して残除をナフテン8<
。-ー 70-P化水素とする。 ハアフィンポ化水素 %=-U} ， r=5ま り思~ oC 

(B) 170.....360oC Imi冊分

Jlt冊分IC はタ戸ノレ酸タール臨)J;~~他を合有するから先づ試料 3-18g を 50cc. のガソ リン (40..... 

600 C の冊分にして f!!~ タ{ルi牧及び:j!!~ タール間基η もの) IC溶解し之を試料として以下の虫n<弁成

分を定量す。

(ィ) タール酸 (TarAcid) 試*ごいこ 20 μ N、lOHì訟f立を M~(i]J IC y，:容火iこメマふ:lr走後I乙元容を各々

添加l し各添)míiJ~lc撹伴底理し溶解フェノール主nは之を一l亡す p タール酸以外のものを分離除去する

ためガソリンで一度洗縦 し更に CO~ を吹込み之を飽和した後工ーテルで 2 位l タ ー ル酸をお1rIH し此

拍1I¥:r.-テルは無;}ce:f1i'jで乾燥しヱーテルを除去して共量を秤量し定量ずるのである。

〔ロ) 多7K実力U7"，ノ ール及びカルボン酸 (PoJyhydricPhenoIs and Carboxylic Acids) タール

ヱーテル抽出の珪液は臨酸で充分酸性とし之を巴{テルで(イ)の虫/I(柑111'，定量する。

(ハ) 盤基性物 (Ba党三)上司タール酸を除去したE草津油は之を 10%Hβ04 (比重 107) をイyJ

め%容， ::7(1と3i容 21fiJで各々庖理此i容認証は N品OH溶液ε充分アルカリ・性とし 21uJヱーテノレにてお11

川し上記と同様乾慨後エーテルを除去秤量して定量する。

(;0.) 中性油 (NeutraIOil) 以(-.3つ以外の油をr[q主力hと稲す，必十しも決化水素ーのみとム-ふ

諸ではない。

(ホ) 飽和'1'1:11山(SaturatedOiりJltqrtl:I1uはI，i・j容の各々 60.% (比~n: 1.50)， 70 '}~ (比重 1.62)，

80 '}~ (1.73)，及び、 90%(1.82)の各硫般で順次底理し以後P:~J.I1硫酸を以て 2 分間振盈するも淡黄

色以外ならざるに及んで洩油はノ'k，碕 NaOHi容':ll(火に7kで庭理し乾傑後茶畑して石油ヱーテルを

除去し残油を秤量する。

(へ) 芳香挨及不飽和1油 (Aromポic礼ndUnsaturated Oils) 以-'-.行った 4成分の手11を;制i十より

控除したものを以って是のfT量とするのであるが結果が大l亡失する快駄がある。

(ト) ナフテン (Naphもhenes)測定附維である。

(4) 水素添加ター)1，.油の成分

(3) の方法によって行った~・凶燃料 (Jf先所製氷来添Jm ター)l.- hbの成分i!!1/~の結果を児に if削除して

一点にすると火表の如くである，収量は凡て力!~次決IclJする%であり，又判決にますするものであっ

て階決はー一般に柏水素添加し難〈不液化浅i半多く之を省略した。

ヌ?二 Z~_l 原料 川 gFjjjt勺山町山労 | α 成分 。成分 y 成分

不液化 E主体 19.3 微Ii! 2司.4 14.9 制世泣

7!' rノJ、 5.6 6.ラ 4. 1 6.ラ 4.9 2.1 

71' ス 分 7.4 13.9 6.6 12.2 ' 10.8 3.8 

タ { ノιi由合 iil" 58.ラ 40.1 日1.4 49.7 ラS.O 84.2 

内 ター ノι放 4.6 2.9 5.4 I 2.9 3.3 2.8 



早稲田慮用化事曾報 29 

" 照 i基 1.7 1.5 2.5 1.4 1.6 1.0 

" *性 1由 30.4 24.6 42.7 30.9 35.4 54.3 

叩(不飽裂及 20.0 18.3 26.1 21.8 19.1 28.3 
の内 芳香

飽和物 10.4 6.3 16.6 9.1 16.3 26.0 

" ピッチ王子 21.8 11.1 30.8 14.5 17.7 26.1 

デ27反感ァJ，素長 4.1 ;'.8 4.4 5.7 6.1 4.2 

反感水以外に使用 3.5 5.1 3.9 5.0 5.6 4.0 
された反腹水素量

J:去の不液化残停は原料カリt慌残って居るものではなくして前記の如く水素添加されたものである

から之ξ乾慨すると更に相常な牧長でタール油が何られる，又水分と栴するものは大部分石炭のおか

i1!r.flの工戸テル型酸素又は水隈基或は限無水物並にメトキシ型!の敵素が水素還元によって得られた

ものである，ガスはメタン，ヱタン ， プロパン~t他の茨化水素カ事スを主成分とするガスである，向

ター Jt..1Illの法1m ~h*Jkは別岡のお1< 蹴して荒賀である，タ ー ル油中 'I'~油の主成分は芳存族と不飽和1・1~ 12

の油であって，飽和性油の大部分は矢張りナフテン核を有して居るのである，加熱温度は 4500C前

後であるから石茨を柿二成する核が芳脊放核を有する化合物である事が推定tlいI(る。

更に此水素添加!宜験l亡於て生成した 1700C 以下湘分の成分貰測の結果は火去の如くである， 相

めて芳香放とナフテン放茨化水素に市んだたhである事が判明した。 tR弧内は陪決よりのもの L成分

-C:'i!うる。

原料茨

C6H6抽出残 i事

C6H6 抽出物

α 成

。"
y " 

ノ、
/J 

庁

町

芳香族炭化水素

% 
20.9(17.3) 

34.7(20.2) 

20.6(20.6) 

27.0く26.5)

25.7(18.0) 

lラ.7(17.4)

不飽和l炭化水素

% 
2.7く12.2)

&予(11.6) 

6.6(12.1) 

20. 1 (7.4) 

5.1く8.3)

10.0(10.4) 

(5) 石器の接関的高塵水素;事加工業に劃する諸問題

; 他和炭化水素|不療後間 i宰

.....~.._~ .... ~~~ 
68.4(62.3) I 8.0 (8.2) 

弘丈はわ 4.5σ.0)

63. 2~62. 5) 9.6 (.1.8) 

4'3.6(62.3) 

66.7(70.ラ〉

6ィ.9(63.7)

4.3 (3.8) 

2.予(3.2)

8.7く8.5)

工業化に際しては以上述ペた所より7象恕さる如く規模の大日精*1日なる機械装置を必要とする事が

略推定せられるのであるが現在欧州各閣に於て貰柚せられる例は年搾ガソ リ ン 1 0 高もを以って .'~Jl

fなとせざれば工業的成立不可能とさへ稿せられて日ーる。而して共工業化に際しては凡ゆる近代的工

摂の粋を以ってして昂るのであって以下共最もw要なるもの L内三四を代静し様と思ふのである。
(江)原料茨を如何，ζ撰操ずべきかの問題叉之を如何に加工すればiikも合理的に阿滑に水素添加IJ支

地王宮崎・ずべきかの事柄である，英国燃料研究所の椛告によれば勿論おい石炭相次素添加され易い

のであるが.;{';い石茨は酸素含量多く収量を減退するのみなら歩高f1"{な水素を水の7Mで，.!Y.iW.{ずるの

で原料として採用する事は不可能で・ある，叉隈素合景の根端l亡少ない円'[fr合の江fêんだ1~~i茨の様な
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ものでは水素添加!又肢がi恨めて閃íYiH である，従って制決より iJtf青決位の1mが最も合J~'NI'-Jで日.上記の

如く nff決より判決のブJが吏IC .L~mがあると陥せられてmる。火l乙即料決の)JII工の事柄は{崎媒の研究

と fiiJ桜最も化与ll:{í'の努力が必要とされるの εるって!必ずる IcD~(料決を水素添加する l亡す手易ならしむ

る事即ち水素添加l反肱を促進する事である，){:i乙は現在消極的方而ではあるがレツシング氏 (Le.

ssing)共他の方法によって浮技法を保川し次分共他の非水素添加物質を除去し更に水素・添加され

易い部分のみを採取して之を原料fC1Jl:ずる研究がある。又積極的方面としては原料茨を 200"，4500C

IC諜熱して反肱を促進する事がある石炭は制度lて耽7.K.'mUされた化合物であるから之を加熱すれば

或程度の解!T(1ì'を ~t じて谷易 ICJ.K素添加され易くなる理である， nu昨:m合同羽してはi存?市IJ((:到する
作IIJのlJiで詳述し様と忠ふ。叉石炭は元来不飽和化合物であるからハロダンガス共他酸及びアルカ

リと化合して添加172を作り易いのである，市して之が力，，~\によって Iti仰とする時は制めて川'~I)i~ を行

炭の柿浩'It!亡生成するのであって!ltt，川河:)与にi.K京添加せ・んとする研究があるが貨際の工業il")設i置の

間出.があるので除り n立たないのである， fìf: し石炭の化，1J~f，\l;浩鮮明 Ij:~めて興味ある事柄でもるあ

是等原料)JII I.問題 lとは更に一段の努力が化与:~{í'Iてよって捌iはれでもよいと忠ふ。

(b) 弐!C両陛両市1水素 ご 耐ゆる装{丘 l!fl ち反!世論草の 7jtがある，狛~\'Jl~分加熱を防止する nr.， i即応同仰

を符易円料削;!亡しjl>z:> J'JHfif~'(!I~を行ふ'Jj:の 111来る様 lとしなければならない。高医工業の経験は岐

にアンモ=ヤ合成工業l亡於て作られてか;るのであるがJlt水素添加1は反肱物tTがI~'H日1とガス仰とであ

るから更に周 :~Ifがある崩事乃虫fI <現(1:市外岡l乙て't'rMjiして居る例は水素';s)JIIによって生成された

.m:泊分p 低淑タールスは行九h系V1P:illj'!/を混和してj到底を!i11 if}ならしめて昂る。 ベルュジス氏は玩

IC 1921年頃反lti[制'Uf'IC撹n都をJIJ.Hけ日外部を熱ガス術環によって加熱する事を考案して居る，
叉 1.G.でも同様J.K素!決・，喰ガス及び、2E素ガスを加熱憾で加熱utガスを反肱陣内の眼力よりも低
い魅力で外のヂャケットrl'l亡入れ加熱とf，iJfle):!亡術環lてよって i~t度をHiリiJ:P して舟る，マンハイム及英

同燃料研究所守:の'ド工業的液化工場l乙て行って居る結果では温度は 5
0
C内外D精度でJ品業して日

るとの事である，同所・のj又!征雄は 3つを叩iへ最初Jは 460"，4800C!c:j(の 2つの僻は 490
0
Cで操業

して居る，此反舷i毘皮q~li'亡最初の臨のi111皮i土石炭f.illによって多少饗る必要がまうる，叉此反I!Y.{織は内

保 80糠長さ 8米のもので 24時m!l乙 20t・の原料決を底理すと云はれて居る， {11:し最近では原料

そのものを加熱して後反応慨に)ij!~入して日る様である。此臓の材質は両陛水素を使mずる閥係J-.炭

素7)少い Ni，Co， Cr， Mo， ¥V， V， Mn ̂S:の特殊鋼で最近では金属ilkB， As， Sb， Si守:を入れて CH，

及び問定ー炭素の~t成を防 11 ーして日る様I[1111く，一般に通常の鋼では水素の蛾i設が大きく之を吸収し

甚だしく蝕されるのである。~~ずるにはl庄l甘ii内部は化[~~'~!亡安定な合令で被援し外部は 7.K~おの高慨

に封ずる機械的に ryj~い鋼で製若!iずる事が必要である。又向限強生装置である!民組;機守:も共シリング

ー及び、バツキング村ZT"!F!亡 it~だ同期l を感じたのであるが最近では相常優秀0・ ものがIH来たと IJ日いて

居る。

(c)手くは水素の資源であるが之は勿論原料決によって共使n上最tが異なる事は周知のm.である，通
常~青炭であると原料決に到しil主初の液化J-:w.だけ で約 5 ~~ fなの水素が必要である?此ノk素の内

20 "，40%は脆酸素，股宅素及びßítf!iff :t"i"'~'; I C使川泊1~されるのである。叉;J(の熱分解水素添加工杭に
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於ても略5~G'位の水素が必要とされるのである。 ?~j睦ノk素を原料とするアンモエヤ合成工業 l亡於て

次系を安慣に製造する事が共運命を左右する最大な引きl了・であると同様更に此flli燃料工業l乞於ては

製i広が比較的安債であるから更にJk素師、の|問題が主要性をか!ふる事は谷易l亡推定する事が1:1¥*る3

此見地上り現在は大部分7k性ガスの化成によって原料ノk素を符ーて居る。又一部は反!恋廃ガス中より

水素を回収した後の残ガス即ちメタン共他を高温熱分解(1，000-1.2000C)か水蒸気反随一(Ni燭

楳上に 1，0000C，2-3 筑~)によっ-てノk素を回牧して居るのである，又コークス膿ガスの化成によ

っても同様水素が得られる。斯の様にして得られた水素は倫多少の CO又は CH4 等・の翠を含ん

で居るので此ガスをー150度， 400気歴下IL:精製する，更に同温度lて液化されたメタンで洗糠し火

l亡照化銅のアンモエヤi容液で洗糠されるのである。叉活性茨，竣酸ヂルアルミナグ)1.-，チャパーサイ

ト又は褐茨笥:で吸着法lこより精製されるとも云ふ。此様にして作られた水素ヵースはアンモユヤの合

成l亡も使用され得る純皮となると云ふ。而して此水素製浩工業l亡於ても耐熱性日永積性のi鈎媒研究

が最も緊急;の問題で、あると思ふ3 現在は Ni又は Feを本{個媒とし助関媒として Cr，Mn，Si守;が

共保又は化合状態に混入されたものが提唱されて居る。

(d) 次1'( 1'夜化生成物の牧量は工業的成立上最も重大であるから之を諸氏の質験結果~，c見ると 192

6年頃例のペルゾゥス氏は涯青茨より弐の作業系統去を得た7 此底l乙Fe2C'R とは所謂ルックスマ

ツス (Lucsmasse)と前ずる股硫設備媒である。

Ej{ 午、1. 決 1000kg (次分6%) 

Fe203 50kg 

水素 50kg 

水分

751<g 
アンモニヤ

5kg 

|液化

油
445kg 

合油残iネ
350kg 

|乾惚
I '~--I 一一

1111 ガス 骸決 損失

←一一一-80kg 25kg 240kg 5kg 

損失
15kg 

ガス

210kg 

、yc
 

油
p
g

B
Z今
L
'
K

1
1
ヌ
証
》
日
U

抑
nv
白

内
〈
d
〆
t
t

、

ヂイゼル油
(クレオソート括的
200kg 

4欠油
52うkg

l蒸fif1
i問滑計h
60gk 
燃品川l
80kg 

~1f安~及左京'抑制
35kg 

又 1929年ランデル (Lander)氏の殻表によると英岡燃料研究所の 1日1t底割!の連韻扱作の成

績ーでは石茨 1tと水素 114封皮及び燭媒より 1750C以下冊分 83封皮， 175_230oC洞分 2081・J

度， 230"';"'270oC冊分 197:t-J度 270-310oC冊分 105封皮.310-360oC fif1分 208封皮，ピッチ

329封皮，ガスベンヂメヰ2封皮，ガズ 325封庇，水分 199封度末饗化決:.363封皮.1J(.分 161
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封皮・，損失 154封皮，合計 2340封皮であったっ 是等の結果より見ると最初の液化工程に於ては

:J1f.護油 15%，全液化油 53%牧景と計算されるのである，叉無友安l亡到する牧草容は液化泊全量 56

%となる。此1足分が Ti ， Ge 等の稀金属を含有するのでJ~燭媒性が検討されたが現在の所殆んど作

月JDたい事が知られるに至った。更に熱分解7k素添加!の工粍I亡於ては更に 5%位の水素が必要なの

であるが此の一例ととして英岡アンモユヤ宅素舎祉のピリンガムl乞於ける 1日石一炭 15t底現の液

化工場の成績を計算して見るに原料炭 100t，水素lOt及協媒よりおl¥殻油 58tアンモユヤ液 13t

決化水素カ*ス 27t f;I;"形聴j宰6t，Jt他損失景であった，勿論此 10tの水素は 2f交に使mされたの

であって各々日づっ使用されたのである。

多くに此様にして得られた泊の成分を ベルジュス氏の報告によって見ると芳香族とナフテン族が主

で他に脂肪族もある，従ってオクタン1円高く陸新iiltの向い内燃機欧料1<:過すと栴せらる，即ち直1f(/

ガソリンとモーターベンゾールとを混合したもの L性質lζ似て居る。酸性又はフ=ノリツクのかhはJ:

としてクレゾールで満足すべき潤滑油は作られなかったとの事である。 3げi-炭'f'の守ー来ーの約 50'J6 

は NH~ として他の 50 % は有機開基として生吠され. 所合硫黄は完杢に H~'3を生成すると云

ふ3 叉スピルカー (Spilker)氏の研究によれば此潤滑油の主成分はクリセン (ChryseneCI 8H~ s)で

ある とえふ。禍英珂燃料研究所のj法近の波新をー去に すると=えの如くである，原料茨はビームショ

ー (Be:tm.haw)斥-の石炭である。

水素添加濃度 450'C ， 水素添加1 1日~ 200 試j l l-'~ JI(素添加151工陀の1が1:.物:ー(無茨乾燥炭 1胞に

到し)2000C 以下主I(殻油 30ガロン，2000C 1~1， ト3tb分 1 3 5 ガロン，水*'メI!fM託 24， 000 立方吹

水素添力"ZH2工限の成生物り工松 2000C以1:油分を気相j文腿o2000C以下町殻油 110ガロ
ン， 2000C以上納分 13ガロン，水素反!@.{景 24，000立方吠

以上合計・，搾殻il~ (2000C以下)140ガロン，燃料免IJ13ガロン，

何t殻油の性質;ー 1000C以下i冊分 40払 100__200oC1f(/分 58μ 比j前 (150C)0.78，オクタンmS8

成分;-')'j待族 24% 不飽和 7% ナフテン 28'J6 飽和物 41'J6

此結果から計算して見ると 1磁の姉設油を仰るl亡命力1.7庖の原料無茨茨ーが水素添加じされねばな

らぬ，又汽雄及び、7k業製逃fljl乙要する原料金!ri衣装・はがJ1. 6庖を必要とする，即ち 3.3感の無茨さえ-

が必要で・ある，又1足分守;を計算すると 20%と見て貨に 4 庖の石決が必要である。今1~友茨の殻熱

量を 8，000カロリーとし予T¥殻作hのそれを 11，000カロリ{とすると此水素添加の熱妓率はが.j42% 

となるのでるる。

(e)次は1燭媒の阿牧及びl写生の問題であるが工業的)jffijは向明らかにされて居ないa

( 6 ) 其他の関係事項

石炭の間接液化即ちフ 4ツシヤ戸法の事を少しく述ペ様と思ふ，先づ石茨を一度水性カeスの形と

し之を力11陪叉は常限下.c‘弁Hi:の燃料を合成するのである。先づカnm~の方では7k性ガスを 100--150

気!樫下iζ酸化繊絢媒1--.1亡通じ液化する，此主成分はメタノール共他の高分子アルコールで反腔:傑fl(・

によってメタノールのみを多量1<:生成する事も向来る，即ちシントール (synthol)と稿ずる燃料で

ある。メタノ~ )!.-の合成は岐に各岡に於て工業化されて居る o?欠IC，訴時下に Ni，Co， Fe，及 C1¥守:
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の偶媒及び、 ThO，MnO， MgO， Al~ (，~， 1J "!rの肋ftflìJ媒又は :~':';';の合金隅1媒 1-.1と 200oC 1仁i二i'I己ノ'K'I;!，カ‘

ス又は CO:H2=1: 2の虫nきガスを3iliじて主としてパラフ fン系←炭化水素を主成分とする却設泊ir，U

1f}油又は石織労:を牧めるのでるる， 1 926~1'-フイツシヤー氏の殻l切にか L るもので共牧量は現在 1 立

方米の原料ガスよりが)120-160gの合成油を符，牧率J}I!論長の約 60-80 %にも注して居る，現

在調遁で工業化され3 近時蝿媒の研究進むにつれ也接液化11~と競争的地位l乙逃 11\したものである，

原料ガスの製法，並l乙精製反肱保件の~hリ御， jl燭媒の高活性と永縮性せ;1亡多大の同葬ftがあるが常陸操

作であるから建設費の安問，優秀潤滑油及び無硫黄ガソリン並lLii当扱ヂイーゼルえh守:を製浩し符ら

れ共他良質ノミラフィン守:も多!ttに得られる。

以上の他直接液化泌を 2弐的l乙500-1，000oC 1亡各担金属酸化物 MnO，又は Cr203舎を偶媒

とし気相に於て作丹jせしめてベンゼン，アンスラセン及びフ 4ナンスレン牲の高温タールと同一物

を牧むる方法， 7K素添加せやして唯初炭とタールとを加熱加l陛下l亡底Jm，!I~液化ilk となし更に乾溜

して低温タールと良質コークスとを牧むるもの， 水素添加l剤!として， 平1次又はソーダの水素化物

(hydrides)を使用するもの学もある，叉故近はウルマン(1Jhlmann)氏の読〈虫n1き高周波電場l乙於

ける石安粉と水素又は水蒸気とよりの液化法叉電気のアークqq亡て石茨を明、熱し直接 C2H2を生成

するもの即ち 1kg の石炭ーより 501 の C~H2 が生成せられる勾;の事柄が報告されて居る。(昭和

12年 9月 30円記)
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( Abstracts From Original Papers) 

Preparation of Aluminous Cement from Aluminium Phosphate Ore 

By Kei-ichi Akiyama 

The author studied on the method of the simultaneom production of phosphorus， fcrro-

phosphorus， and aluminium cement from aluminium phospha~e ore， calcium phosphate ere 

or limestone， and coke3. The method of the production， is as shown in Fig. 1. The experi-

men was carried out on a laboratory scale. The raw materials as shown in Table 1 were 

ground， mixed， placed in a graphite crucib:e， and h巴司i，ed in 品 ga<; furnrace. 

Cokes 」ニパ-J-f-J

|τ工ゐ=1

Mixing 

Elecもricfurnnce 

or Gas furnace 

〔 lag 一一|

Grinding 

Aluminous 
Ceme凶

Fe3P 

1n七hePresent experiment a gas furn司cewas used for fusion inste品dof e:ectric fmnace. 

Tab;e 1-~ Analyseョofraw materials (~の

Name 19.Ioss Si02 AI203 Fe203 CaO P20" 

AI-ph03phate ore A， 4.43 4.95 32.47 6.33 4.94 46. 95 
~ A. 23. 28 5.61 20. 33 7. 88 5.05 33.41 

一一Ap抗ite C， 2. 18 0.66 2.58 56. '22 39.97 

~ C2 4. 30 0.60 O. 74 061 52.95 38. 79 

Limestone C4 0.99 0.02 O. 15 49.63 

~ C5 43.00 o 15 tr. もr. 54.00 



NO. 

E-20 

E-2Z 

E-24 

E-25 

E-26 

E-28 

No. 

E-20 

E-22 

E-24 

E-25 

E-26 

E-28 

NO. 

E-20 

E-22 

E-24 

E-25 

E-26 

E-28 

Table 2一一一 Mixingr的ioof raw ma:erials 

Aluminous material Limymateria Cokes 

AI 100 ("1 60 32 

AI 100 C1 60 32 

A( 100 C5 57 31 

Az 100 C. 40 20 

Aョ100 ("3 40 30 

Az 100 C. 27 25 

Table 3一一-R.esults of he品ting

HeTaetminpg (。C) Heating Colour 
Time (min of slag 

1500-1530 60 Grey and glassy 

1490-1510 180 Grey 

1490-1510 180 Black 

1450-1540 240 Grey 

1450-1540 240 Grey 

1050-1530 240 Ligh七black

Table 4ー -Analyses of slags (%) 

SiOz AJz03 FeZ03 CaO 

10.73 33.75 3.64 46.70 

14.00 28.05 13.37 39.90 

14.40 31.07 5.63 45.23 

12.23 35.69 7.30 40.57 

14.14 34.85 7.22 41.19 

11.40 40.00 10.12 36.02 

During the fusion some siliceous irnpmities entered into slags. 

35 

Ferric Phosphate 

8 

Fe3P 

Remarcable 

Remarcable 

Remarcable 

l'Z05 

3.08 

5.42 

0.84 

3.98 

3.65 

2.79 

Therefore the quantities of the slags obta・nedwere too much and th司tsof alumina were 

too less. Thus various lime alumina cement were obtained. The strength of theee cements 

were teョtedby the small piece testing method. 

E-20， E-22， and E-26 showed weak hydrau1ic property， but E-24 showed higher 

strengもh・E-25and Eー28had not hydraulic pr0perty. The r，己sulもsof the test are shown in 

Table 5. 
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Table 5--Compressive strengths (Kgjcm2) 

(¥V jc 0.65) 

Cement 1 day 2 days 3 d司ys 7 days 28 d司ys Comb. 28 d司y日

E-24 64 99 119 135 151 183 

E--26 10 11 13 17 18 38 

Ciment Fondll 171 260 312 348 359 

Portland cement， 
9 20 34 79 137 189 

No，1l2 
Highearly PJ Porもland
cement， Ko. 104 16 36 58 140 214 234 

The quantity of P205 of E-24 is very srnall， and i ~s strength is good. This fact is note-

worthy. 

From there re3ults the author considered that. if the raw ma:erials containing le3s quan i-

ties of si!ica乱reused and 1'205 is sufiicien<.ly evaporized司 gu9daluminol¥s cemcnt m旦y

be obbined. 

(Department of Applied Chemistry， Faculもyof Science ?nd Engineering. 

Waoed司 University)
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Absorption Spectra of Lignin Solutions of 8amboo 

Sutezo Oguri & Muneo Takei 

The absorpもionspectra measurements of various lignin solutions were made by R. O. Herzog 

&ん HiI1mer(Ber.， 1927， 36~j 1931. 1288: Z. Physio:og. Chem】.， 1927， 16臼3，1日17η) E.Hιgg念. 

lu山H吋 & F. ¥V.K王q仙li加n暗19st怜ed必七 (7;. phy戸sik王心. Ch陥凶e白11叫1

E. E. Harris (σJ. phy戸si比C品叫1Chem.， 1932. 1575) and Y. H 礼舵chih呂m 司. H. Sa総egu凶lβsa& W. T礼keら. 

n1'刊Tη川l日ra(σJ.Soc. Chem. Ir、d・Japan，1935ι38. 954). 

Th巴ミeauthors showed l.hat the lignin solutions gave a r.h孔r品c:eristiclight absorption band 

inばdefinitedisplacement in the ahoorption b:1.l1d maxima betwcen rgnins prepared from 

h山 1woods and those from soft wood弓・ And their results of determinaもionsgave a conclu-

sion七ha七 theshape of absorption curves of various kinds of lignins were very much in 

accord孔ncewith each other， if prepared fr0111 same original ma七erials.

1nもhisexperimen七位leulもravioletabsorption spectra of a number of lignin solutions of 

b :mboo material were determined， using the photographic method 01 Hartley-Baly. For thi; 

pmpose fjlてelycru，hed shavirg， of baml】00were used as the startir.g 111司もerialand various 
1 ignins were prep品reda， fdlowil，g methods. 
Alkali lignill The me~hod Ly :rv1. M. Mehta (Biochem・J.， 1925. 19. 979) 

Phenol lignin // Ly A. Hillmer & 'Y. Fuchs (Cellulosechem.， 1925. 169) 

Alcohol lignin // Ly Th. Kleinert & K. V. Tayenもhal(2. Ang.Chem.， 1931， 
44， 788) 

llCI lignin グ by R. Wills凶七七 &L.Z巴とhmeister(Ber.， 1913， 46. 2401) 

H~S01 lignin // by S. A. M乱hood& C. E. Cable (Ind. Eng. Chem.， 1922 
14， 933) 

Glycerin lignin ィク by S. Oglri & M. Takei (This Journal， 1936， 14， N02， 1) 

The;e lignins were dissolved in acetic acid司nd11l1de aLout 0.01% COllcen払Itions.Our 

experimental Tllsults :-Ire ob~ai I:.ed as follows j 

L0g1rism of 'Vavc-Numbtr(mm-1) 
，-

Glycerin-LigniP Li【}l叫 Laycr(mm) HCI-Lignin Hβ04-Lignin 

0.00 4150 4150 4150 

0.30 4090 4150 4150 

060 3910 4120 4130 

0.78 3730 40~0 4020 

3835 

3590 

3+90 
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0.90 3650 3980 3980 

3440 

1.00 3410 3950 3950 

1.08 3385 3910 3880 

3580 3610 

3490 3450 

115 3370 3880 3830 

3810 3420 

3760 

3625 

3480 

1.20 3350 3840 3400 

3260 3680 

3470 

1.25 3190 3450 3350 

1.30 3150 3430 3200 

3000 

1.40 2990 3390 2940 

1.45 2980 3370 2890 

1.50 2975 3130 2850 

3050 

1.60 2970 2980 2780 

1.65 2960 2960 2760 

1.70 2930 2920 2730 

1.75 2910 2870 2710 

1.80 2900 2860 2690 

1.85 2900 2840 2670 

1.90 2890 2800 2660 

1.95 2880 2740 2650 

2.11 2870 2710 2640 

Alkali -Ligni n Phcnol-Lignin Alcohol-Lignin 

0.00 4120 4090 4120 

0.30 4090 40RO 4110 

0.60 4040 4080 4050 
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0.78 3970 3990 3980 

3570 3610 

3510 3460 

0.90 3960 3940 3880 

3590 3780 3420 

3490 3710 3880 

3460 

1.00 3910 3890 3830 

3790 3840 3340 

3660 3440 3150 

3450 3020 

1.08 3830 3420 3020 

3420 2980 

1.15 3400 3410 2970 

1.20 3380 3400 2960 

1.25 3370 3390 2940 

1.30 3340 3375 2930 

3270 

1.34 3210 3370 2910 

1.40 3180 3360 2890 

1.45 3150 3360 2860 

3220 

1.50 3080 3120 2820 

3110 

1.60 2970 2940 2770 

165 29-+0 2920 2750 

1.70 2850 2910 2720 

175 2810 2900 2710 

1.80 2760 2880 2670 

1.85 2730 28S0 2670 

1.90 2725 2880 2660 

1.95 2720 2875 2640 

2.00 2720 2875 2640 

八IIof thc previol1s workcrs sllggcslα1 th .: I.~; l:hc nnxilll:t fur h:trcI woorIs、vcrefonn<l t.o b ~ 
。

within the n:trrow r:tllge of 2740-2760 /1. :tncl 50ft wo川、，on thc othcf" }nnd， showecI::t 
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rang~ for the maxim品 from2800 to 2870 A. 

The lignins from uamuoo ~'1品teri礼1 studi巴din oar invesもigationsa11 g;ve ch1ractcristic au-
O 

sorp;ion b_md雪 wiもhm司ximaat 2810 to 2830 A. 

Thenもheauもhorsrcach to a conc1usionもhatlignin from uamuJo is simi1ar七olignin 

from h昌rdwood. 

(DCI川rtmenもofApplied Chemis~ry， Faculもyof Science & 

Engineering， ¥VアasedaUniversity， Tokyo) 

On the Action of Carbonic Acid on Aqueous Solutions 

of Sodium Aluminate (Repoは 2)

By Jiro Kajima 

'Yhcn the aqueous soluもionsof sodium alumin孔もecont司iningphosphoric acid were nell-

七r.llizedwith caruon d:oxidc it was found that g:eater por.ion of the phosphoric acid wぉ

precipitated wi，h aluminium uy hydroxideもogether.Besides古Wぉ foundth司tphosphoric acid 
waョag<lInliber lt巴dfrom thc precipitate whcnもhcmixture w礼sagitated for many hours a， 
secn in thc fo11owing exa・11plc:

Results of CO2 uubuled t.ime Re5ulも5of agiもとltcdもime
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By using this uc:nviour of phosphoric acid the a-.ttI1Jr inve3tig品 ~ed tlu~ on the prepar品-

tion of p:lre alumin司 frol11司'lllCO:lヨ solutiomof alHmin'l~c cont'lminated wi~h phosphoric 

acid. 
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(雑報)

例曾記事 〈第 46[I:(j) 

nFlf羽 12年 7月 6日午後 611午より大阪ピルl仏レイ γボーグリルに於て第 49[I!I例白書?開催した。

ll¥I稿者 36名

講演 「本邦人~lJ工業に就て」 古凶，也氏

例に依て一同晩餐~~共にしたる後， 先輩古lU忠、.l."\;より i 記 }) Ü1 i!，ωこ:)，~ \'、て 色々と千j伎なる御話を芥独政しま

した。

先づ;本手15に於る人科jの ltl絡i尺員長なる迎!山より始まって ， 製品成ひはこlA'i}~HIl I ~に立って斯界の li}t況~述べら

れ桜後に人科i界今後の任務は(¥)斜成度のiHU;e， (2) t，'l自の品J6，(3)臨rr裁芯問也， (4) X総による繊維来

のクリ スタリ ツトの測定等にある と結ばれました。

鈍いて小!本先生，11j 口先生，武n先生等よ り衛生問悩士会を，"心として詐利11な質問抵~{fが交され ， W席者-f， iJ

色有の角度より本邦人絹界のjj;君識k新lこ，JLつ深くするた得た次第です。

長時間jに豆るこの街l講話に釣しまして台良一同に代りI手く御盟申 |二If，以て御旅仏ーに{にへたL、と存じます。

因みに蛍日の出席者は宍の諸氏・でありました。〈庶務委員記〉

小林先生，小栗先生，山口先生，宇野・先生，口mI凶先生， j氏JU¥::生，古HI 忠， 波法儀・，P:森iM籾，ITZf

言1-夫，山本 ¥QII，内海磁犬， IlJ rl'良flft，山科主主彦，藤HJ#-ill;jt，"，付 功，安 fffjìI! )~，小 iß英犬， );(者I1純室長，

長谷川品之，井上正時t，佐藤信犬，東海林正tjli，"，原!.i.rlll，鞍掛 削， 1;~武平"海， 大友怪火， 111 悶忠労， ill 

f日JePLJ良11，松橋茂，続投，i翠ドtO-:.Ii!II，波野裕，橋爪'1ft公， "'fi木市n，御所通!古，

〈第 50問〉

111:11'11 12年 10月 6日， 午後 6時より Aiyiピル内レ インボウグリルに於て，第 50[白l例舎を1)日{健一J-。

Ili席去 の名

決Jffi及講演者

「北海道見準放行談」

r;lL1'!'1方同i見樫旋行談」

町 -}I六古先生

石 川 千 七 先生

タ玉造後， 今行は富J下 ， 石) 1 抑制先生問んで今夏の千j主主 ~Lつ愉快な二つわJ.!/科技h:談合 {'iJふ事となり ， 先づ石

川光生より詳湘なる九州ブ~-rfii 1) fiì~ i'!Hl;-~承は り ました。

今廷は主lrに問問E各の新コ ースを1)目指せられr... j:i:t!!のH:ぷ化理工業等合訪はれ，;lJ~工場の近代弘設化なと御率問

の化型工事方同より51た報告談合詳しく御i話しードさいました。

「嘗て私がまだ堅生時代前~ I 先生に引率せられて比率lこ参りました'i~jll年と比較して… 」と日成せられて，

く1)現(E-((t.1手工場内に完備した試級研，研究所等乃存ずる事。 く2)製芯災泣，工程等に少しの無駄もなく

chemical plant の de~i~n がk常に?住んでゐるヰf，及び ο) ;Lî: f\::化製工業の多角阪管娠~;には舌人の注 11 に

fiUすべき庭であら うと結iまれました。

訪弐tひL、で?山Az.1←J外j

乍ら彼池のf符子工l場劫或ひ(はま火阿z窓Eの勝j卦止あ， }肘討i芸足の自仙1I按蝿i等，愉快な説、しい御，;昨訴を升!日!放しま した。
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今夕の同先生の御講話は必ずや吾々の]民門のー針となることでありまぜう。

謹んで雨先生に厚く御趨fjl上げます。

因みに詰・夜の出席者は;えの 43 氏でら り ま したーく11民序イ~li îJ)

設封建正雄，山岡元四郎，百武 究，宇野昌平， 111仁l祭 1 石川平七，風鳥次郎，日里子同1:t.長，.~家屋 EZ， 

安f{j;j忠夫，中:l!Y・プミ姉，附見JE-大}J;iJEtjt，波野 祁，宮本7t兵1¥，大Jきl'義時t，内U-Il:.ti引，f'， 馴lL，内海

磁Jと，東海林JEbjt，鈴木省一三，1LLJEi$， ヰド日11佐太郎，7!f閉館一 III山総-UI¥，'1'}Jiift良11，~ .. ¥ )1:六j丘，

足立維恒， 主主井宗 !lJ ， 久保回綾子己，棚橋幹 ‘'藤 BV!'JI雄，京都純義，藤岡{言{受，小 ;g~:~)::. ， 似為次郎， 111 

tlJ繁，山国治 1 秋山桂 fJl藤源治，浅野佼jlU呆， 11雪爪倣公，御所議古， (庶務委員記〉

寄贈圃書

東京工業試験所報告

大阪工業試験所報告

九州市園大製工皐部紀14

東京工業大事製報

己主湾総替府中央研究所工業部桜告 立~6 ， 7 tJ:及181，187， 1 94~!~ 

i会j工省燃料研究所報告 瓜 34 枕

海軍燃料雌研究賞験成松報告 立019-123

工業化製雑誌

日本化事曾誌

型H化按研究所長報

化製工業時幸Ii

セメン ト界葉報
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tf-; 12 '& tf~ 3 ~'tノbしr 

tf~ 6 :tさ ã~ 6-9枕

東京工業試験所

大阪工業試験所

九州帝国大製工・早，il¥

東京工業大事

喜湾総1静府中央研究所

向工省燃料研究所
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繊維素協合
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日本長謹化接合誌

大原農業研究所報告

日本護諜協合誌

化墜評論

やJ皐3と工業

プラスチックス工業

資 料

農村工業

フオートタイムス

E3民新報

自然科書裂と博物館

レー ヨンヱーヂ

印刷タイムス

合痛

事j誇技術協命誌

研究報告

繊維工業・撃舎誌

染料と襲 1171

陶磁器品試験所報告

大|海科撃院業報

大陣科事院研究報告

製街化製薬報

早稲回路用化拳曾報

f;f~ 13 :{会

第 7各

部 10:{与

;:j~ 3 :{与

第 6-9批

;:j~ 4 批

U~ 6-9枕

s:r; 6-9抗

日本農llM~化験合

大原農業研究所・

日本謎謀協合

化製~!~論編持部

第 12:在 ;:r~ 7-9此 大|奴工研協合

第 6:{星第 8-8抗同合

43 

第 211-212抗 日本化・撃工業株式合枇企査第一部研究所

第 4谷 第 7-10抗 農村工業協曾

2i~ 14 :{さ第 7-10枕

U~ 47各第 7-10蹴

第 12年 8n 9月披
U~ 5谷第 6-9枕

U~ 16各 第 5-8蹴

牙JRh3‘ 各 第 蹴

立~ 1 W号 if~ 3， 4枕

U~ 64 日記

U~ 3谷 U~ 7， 8 自民

第 18抗

2i~ 18 司た 19 1'fx 
U; I ~ U~ 2 脱

出 1:{l5 第 5-8抗

策 5在第 l 枕

フオートクイムス『止

持沼商台

東京科書昼博物館

レーヨ ンヱ 【ヂ此

小倉正 !11l氏

合平谷 枇

喜i轡技術協合

事責局中央研究所

繊維・工業接合

タール化事問来:合

陶磁器試験所

大陀科書提院

大陸科製 |出

日本製術振興合皐HfLilis委員合報告第 7，8蹴
燃料11m泊、資料 第 4，51ift

選北子(，:大農製剤製硝化務教室

日本製術振興合

燃*千問!週研究所

日本印制接合'"む

治療柴 flA

tf~ 4 :(昼第2，3，6-8焼

却 420-+22~X 

Ann礼lidi Chimica Applicata vol. 27 No， 4-6 

日本印刷皐~(\\l"

三Jt株式合11リ:
Associazione ltaliana di Chimica 

Chemical & metaliurgIcal Engineering ye川 19375-8 肱JIj化製科第 17問卒業生寄附

Franklin 1nstitute vol. 223 Nr. 5，7，8 The Fr品nldin1n5七ituteof thc Sもateof Pa. 

Indllstrial & Fngineering Chemistry. vol. 29 Nr. 6-9 The日mericanChemical 尽ocidy

住所移動 (合報第32披脅表後異動の分〉

第 3間

各()5 [1司

" 

藤本 勅

111本山之助

l球本資 h.1li

扶桑紙業株式合iiU:I-U梨工場 山梨県長力11納;f'!-PlfIliJ工場内

前11Jirti.il，合阪熊内町 3の 63

横波市中区本牧町和江I25 
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五月 盆太郎

坂口 孝

森下俊雄

官{武寛

早稲田態用化祭合報 45 

東京市杉並区清水町 91

ライジシグサシ石油株式合枇名古尾聖子業所

名古・屋市東区小松町 3の 13

南洋バラオ島市洋興宝章株式合最1: ペリリユー燐菌育所内

東京市大森区調布嶺町 2の 1047

大JE製油株式合員} 東京市王子j;ï~赤互理町 1 の 293

東京市目黒区白山ケ丘 70

関東川大連市楓町 52

紳戸市葺合図rJ.r尾町ラ4 旭アノJー ト内

日本曹;宝株式含最t黒:11:工場

Jifri烏l採直江津田fi'l滅同最上合会部合li'j

東京市江戸川区小松川町 3の 92

日本石油株式舎利:鶴見製油所 総横市鶴見岡安諜~Iff百Jlfr内

l井j工省燃料局手IJ用課

第 17同 小筏芳男君は昭和 12年 7月 21日御逝去になりました。諮んで哀悼つ意を表します。
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昭和 12年 11月 5 日夜 行

編議輯行粂人 早際稲用化岡大事事科理内工撃部 秋武井山 幸宗l~ 男

印刷者 東京市E豊島区高岡本町1ノ38 正木 E家

印刷所 東京市豊島直高田南町1/357 ユェオν枇印刷所

設行所 東理京工市製部淀僑騒直用化早稲事教田大室患内 早稲田定期化墜舎

慢話牛込 513(態用化樫教室呼出しのこと〉 掻替口座東京 62921番



大阪帝溺大型E
教授i盟事博士 千 谷利

ー一回畠

-・・・-

新刊 イヒ皐反感論(ま物理憾の諸部門中に於て、はば最も「悌ら しきもの」の一つ

であって、 これぞII:しく理解し又噴く了解することが一般化患の問.究にあたって
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